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子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
拓
き
、

国
際
化
社
会
に
対
応
で
き
る
人

材
を
育
て
る

私
た
ち
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
以
前
よ
り
早
い

ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い
ま
す
。
北
陸
新

幹
線
飯
山
駅
開
業
に
よ
り
、
飯
山
に
海
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
海
外
の
人
と
触
れ
あ
う
機
会
が
増
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
I 

C 

T
の
進
化
は
目

ま
ぐ
る
し
く
、A 

I
、自
動
運
転
、ド
ロ
ー

ン
な
ど
、
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
日
々

進
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
全
国

的
な
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な
ど
大
き

な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
、
社
会
情
勢
に
よ
り
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
へ
の
教
育
の
あ
り
か
た
に
つ
い

て
も
、
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

情
報
通
信
技
術
に
学
校
で
触
れ
ら
れ

る
よ
う
、
昨
年
12
月
に
、
市
内
の

全
小
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
大
型
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
（
大
型
提
示
装
置
）
を
整
備
し

ま
し
た
。
市
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
飯

ICT（情報通信技術）教育環境の充実
市内全小学校にタブレット端末と大型ディスプレイを整備

特集　子どもたちの未来を拓く

山
市
I 

C 

T
活
用
研
究
委
員
会
を
設
置

し
、
ま
た
、
教
員
一
人
を
大
学
で
学
ば
せ

る
な
ど
し
、
環
境
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
各
教
育
現
場
の
実
践
で
、
最

大
限
活
用
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
先
生
方
が
授
業
で
の
指
導
を
工
夫

し
て
い
ま
す
。

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
誰
と

で
も
で
き
る
時
代
に
向
け
、
A 

L 

T
（
英
語
指
導
助
手
）を
２
名
増
員
し
、

市
で
6
名
と
し
、
小
学
校
で
は
、
英
語
の

授
業
で
毎
時
間
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英
語
に
触

れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、
今
年
度
か

ら
は
、
英
語
指
導
の
助
言
を
す
る
英
語
指

導
主
事
が
各
学
校
の
英
語
授
業
を
助
言

指
導
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
I 

T
技
術
の
進
化
な

ど
に
よ
り
、
こ
の
先
、
今
ま
で
に

な
か
っ
た
よ
う
な
、
前
例
の
な
い
課
題
に

直
面
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
答
え
の
な
い
課
題
に
対
し
、
他

者
と
協
働
し
な
が
ら
、
自
分
で
判
断
し
、

行
動
し
、
最
善
の
方
法
を
み
つ
け
な
く
て

は
い
け
な
い
時
代
が
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
先
の
見
え
な
い
課
題
に
対
し
、
力

が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

乗
り
越
え
て
い
け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
秘
め
た
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

信
じ
、
国
際
化
社
会
に
対
応
で
き
る
教
育

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

飯
山
市
教
育
長　

長
瀬　

哲

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を

子
ど
も
た
ち
に

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
通
し
て
育

成
す
る
思
考
力
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思

考
」。
こ
れ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行

う
能
力
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
国
語
や
算

数
な
ど
の
科
目
、
日
常
生
活
、
社
会
に
出

た
後
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
生
か
す
こ
と

の
で
き
る
汎
用
的
な
能
力
で
す
。

　

木
島
小
学
校
で
は
、
文
部
科
学
省
の

補
助
金
な
ど
を
活
用
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
使
っ
た
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
L 

E 

D
や
各
種
セ
ン

サ
ー
な
ど
を
接
続
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
す

る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
木
島
小
学
校
で
は
、

L 

E 

D
を
信
号
機
の
よ
う
に
点
滅
さ
せ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
た
り
、モ
ー
タ
ー
カ
ー

に
つ
な
い
で
走
る
速
さ
と
時
間
を
プ
ロ
グ

ラ
ム
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
い
ず
れ
も
キ
ー
ボ
ー
ド

付
き
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
入
力
し
ま
す
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
命
令
が
書
か
れ
た
ブ
ロ
ッ

ク
を
組
み
合
わ
せ
る
も
の
で
す
。

　

授
業
を
担
当
し
た
平
田
久
貴
先
生
は
、

「
授
業
は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
行
っ
て
い

る
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
き
れ
ば
い
い
と
考

え
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
す
る
こ
と
で
お
も
し
ろ

い
と
感
じ
て
も
ら
え
ば
い
い
。
授
業
は
、

グ
ル
ー
プ
で
行
う
。
子
ど
も
た
ち
自
身
が

考
え
、
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
目
標
を
達

成
で
き
る
こ
と
が
重
要
。」
と
話
し
ま
す
。

　

木
島
小
学
校
校
長
で
、
飯
山
市
I 

C 

T
活
用
研
究
委
員
会
委
員
長
の
平
野
弘

蔵
先
生
か
ら
は
、「
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が

各
教
室
に
配
備
さ
れ
、
多
く
の
授
業
で
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
生
方
に
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
を
は
じ
め
と
し
て
、
I 

C 

T
機
器
を
一
層
扱
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
研
修
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
使
い
こ
な
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

飯
山
市
で
は
、
引
き
続
き
子
ど
も
た
ち
が

最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
触
れ
る
よ
う
、

取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　現代では、生活の中に溶け込んでいる ICT。このような時代をうけて、以前にはない
ICT を使った教育が進められています。市内各小学校では、タブレット端末、大型ディ
スプレイ（大型提示装置）を活用した取り組みが始まっています。
　木島小学校では、平成28年から２年間 ICT推進校として取り組み、平成29年度からは、
タブレットや大型ディスプレイをどの教科のどんな場面で活用できるか研究を進めています。

木島小学校の国語の授業風景。（上）１年生の市川涼花さんは、「村」
の「へん」と「つくり」の間をあけると違う漢字になるということ
を大型ディスプレイを使い説明。（右）３年生担任の塚本真里子
先生がタブレットを操作し、子どもたちが大型ディスプレイを見
ながら楽しそうに書き順を習っています。

（左）タブレットを使い、モーターカーの上にあるコンピュータ（ス
タディーノ）に接続し、プログラミングをしている伊東きらりさん
と藤巻光音君。（右）コンピュータのプログラミング制御画面。

昨年９月に実施したプログラミングの授業でタブレットを操作する
木島小学校４年生の市川愛羽さんと石澤翔くん

特集  子どもたちの未来を拓く特集  子どもたちの未来を拓く
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戸狩小学校６年生
手塚 宗太さんに話を聞きました

気軽に英語を話せる雰囲気を大切にしています
城北中学校担当ALTのアレックス先生
楽しく英語を学べるように教材を準備したり、授業中
にも生徒の目の高さで声がけすることに気を付けてい
ます。また、放課後も生徒の相談にのるなど、「使え
る英語」を身につけられるように支援しています。気
軽に英語を話せる城北中の雰囲気を大切にしていま
す。

「他の授業と比べて、断然おもしろい。」と答えた手
塚宗太さん。英語の授業について聞くと、セイジ先
生はいつも笑顔で授業が楽しいと話します。宗太さ
んは、野球が好きで、「将来アメリカに行く時がある
かもしれない」と話し、将来の目的に向かって、英
語の授業に取り組んでいる様子がうかがえました。

国際化社会に対応できる教育
本物の英語を子どもたちへ
小学校ではほぼ毎時間ALT（英語指導助手）が英語学習に参加できる環境へ

　

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
が
開
業
し
、
駅

の
ホ
ー
ム
に
は
、
新
幹
線
か
ら
降
り
る
観

光
客
が
波
の
う
ね
り
の
よ
う
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
海
外
か
ら
の

観
光
客
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
飯
山

市
へ
の
移
住
者
は
、
昨
年
は
１
１
３
人
と

な
り
、
そ
の
中
に
は
海
外
出
身
な
ど
の
移

住
者
も
い
ま
す
。

　
以
前
よ
り
確
実
に
、
英
語
に
つ
い
て
の

必
要
性
が
増
し
て
い
る
現
在
に
お
い
て
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
多
く
の
生
の
英
語
や

海
外
の
文
化
を
体
験
し
、
勉
強
し
て
も

ら
う
た
め
に
、A 

L 

T
（
英
語
指
導
助
手
）

を
増
員
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り

多
く
の
生
の
英
語
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
小
学
校
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

英
語
の
時
間
に
A 

L 

T
が
授
業
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語

の
授
業
に
関
し
て
相
談
や
助
言
を
す
る

英
語
指
導
主
事
を
今
年
度
か
ら
配
置
し
、

よ
り
手
厚
い
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

授
業
の
様
子

　

城
北
中
学
校
２
年
３
組
の
英
語
の
授

業
は
、新
津
一
真
先
生
と
A 

L 

T
の
ア
レ
ッ

ク
ス
先
生
が
担
当
し
ま
す
。
今
回
の
授
業

の
テ
ー
マ
は「
選
挙
」で
す
。
こ
の
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
独
創
性
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、

「
こ
の
ク
ラ
ス
全
員
が
宇
宙
船
で
他
の
惑

星
に
住
ま
な
く
て
は
い
け
な
く
な
っ
た
。」

と
い
う
も
の
。
そ
こ
で
選
挙
で
リ
ー
ダ
ー

を
決
め
る
た
め
、
公
約
等
に
つ
い
て
、
グ

特集　子どもたちの未来を拓くル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
発
表
し
選
挙
を
行

う
も
の
で
す
。
授
業
の
大
部
分
が
英
語
で

行
わ
れ
て
お
り
、
よ
り
実
践
に
近
い
英
語

を
多
く
体
験
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
生
徒
か
ら
は
笑
顔
が
見
え
る
な
ど
楽

し
い
雰
囲
気
の
授
業
で
し
た
。
生
徒
２
人

か
ら
話
を
聞
く
と
「
英
語
を
話
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
」
と
い
う
の
が
共
通
し
た
思

い
で
し
た
。

　

戸
狩
小
学
校
６
年
生
の
英
語
は
、
担

任
の
堀
正
則
先
生
と
A 

L 

T
の
セ
イ
ジ
先

生
が
協
力
し
て
行
い
ま
す
。
今
回
の
授
業

は
、
卒
業
式
が
近
い
と
い
う
こ
と
で
「
マ

イ　

ベ
ス
ト　

メ
モ
リ
ー
（
私
の
一
番
の

思
い
出
）」
を
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
す
も
の

で
す
。
英
語
を
交
え
説
明
を
す
る
堀
先

生
と
セ
イ
ジ
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

見
本
で
、
生
徒
た
ち
も
楽
し
そ
う
に
授
業

を
受
け
て
い
ま
し
た
。宮
澤
理
紗
さ
ん
は
、

「
先
生
が
海
外
の
人
だ
か
ら
と
て
も
新
鮮

だ
し
、
憶
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
界
中

に
知
り
合
い
を
作
っ
て
文
化
交
流
を
し
た

い
。」と
将
来
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
ま
た
、

木
原
綾
香
さ
ん
は
、「
将
来
は
通
訳
に
な

る
の
も
い
い
か
な
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。海

外
と
の
交
流

　

飯
山
市
に
は
、
国
際
化
に
向
け
、
子
ど

も
た
ち
が
海
外
と
交
流
体
験
を
通
し
て

学
べ
る
場
が
あ
り
ま
す
。

　

中
国
深
セ
ン
外
語
学
校
は
、
市
内
中

学
校
と
交
流
が
あ
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に

迎
え
入
れ
た
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た

り
相
互
に
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
同
じ
く

中
国
深
セ
ン
市
福
田
区
と
は
、
友
好
交
流

都
市
と
し
て
、
卓
球
を
通
し
た
交
流
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

バ
サ
ー
ス
ト

ハ
イ
キ
ャ
ン
パ
ス
校
と
も
交
流
を
し
て
お

り
、
一
年
お
き
に
、
中
学
生
と
高
校
生
の

希
望
者
を
募
り
交
流
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　　

飯
山
市
は
、
今
後
も
国
際
感
覚
を
養

い
、
誰
と
で
も
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
れ
る
よ
う
国
際
化
社
会
に
対
応
で

き
る
教
育
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

城北中学校の英語の授業風景。２年３組の生徒と、アレックス先生。

大型ディスプレイにを見ながらの授業。
左からセイジ先生と戸狩小学校６年生担任の堀先生。

特集  子どもたちの未来を拓く特集  子どもたちの未来を拓く
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お知らせ Pickup ⤴ お知らせ Pickup ⤴

だ
く
「
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
手

法
を
今
年
度
か
ら
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
募
集
で
の
寄
附

は
、
寄
附
者
の
思
い
が
反
映
さ

れ
、
自
治
体
と
寄
附
者
と
の
双

方
向
で
の
結
び
つ
き
を
強
く
し
、

事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
大
き
な
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
雪
ま
つ
り
で
の
大

型
雪
像
制
作
と
小
菅
護
摩
堂
の

修
理
に
か
か
る
2
事
業
に
つ
い

て
受
付
中
で
す
。
受
付
サ
イ
ト

で
は
事
業
の
歴
史
や
関
係
す
る

人
の
言
葉
を
添
え
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
紹
介
を
し
て
お
り
、「
返

礼
品
は
い
ら
な
い
の
で
事
業
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
い
う
方

も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

市
で
は
今
後
も
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取

り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

平成
年度 寄附額 積立額

20 1億993 1億993 
21 804 804 
22 701 701 
23 1,190 1,190 
24 1,313 1,313 
25 7,044 7,044 
26 6億2,547 1億7,877 
27 17億2,243 3億 8,332 
28 11億189 3億6,039 
29 15億8,867 5億5,000 
合計 52億5,891 16億9,292 

【単位：万円】

寄附額等の推移

活用額の推移

人気の№1「幻の米」

移住定住住宅に改修サンコーポラス飯山子育て支援拠点　Ｈ30年6月竣工 
                   飯山市子ども館「きらら」

ふるさと納税で全国から応援
「ガバメントクラウドファンディングⓇ」を開始

大型雪像制作と小菅護摩堂の修理にかかる 2 事業を実施

今
年
も
全
国
か
ら
多
く
の
応
援

　　

自
分
が
応
援
し
た
い
自
治
体

に
寄
附
を
す
る
と
、
個
人
住
民

税
が
軽
減
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
制
度
。「
今
は
住
ん
で
い

な
い
が
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
ふ
る
さ
と
だ
か
ら
」、「
お
世

話
に
な
っ
た
人
が
い
る
か
ら
」

な
ど
、
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

情
緒
あ
ふ
れ
る
飯
山
の
風
景
や

魅
力
に
惹
か
れ
、
飯
山
を
応
援

し
た
い
と
い
う
人
か
ら
の
寄
附

が
、
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
平

成
29
年
度
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附

は
、
お
よ
そ
５
万
３
千
件
。
金

額
に
す
る
と
、
約
15
億
８
千
万

円
で
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
前
年
の
11
億

円
か
ら
大
幅
に
寄
附
額
が
伸
び

ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
は
寄

附
者
へ
お
送
り
す
る
「
お
礼
の

品
」
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
厳
格

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成

29
年
度
よ
り
も
減
少
が
見
込
ま

れ
ま
す
が
、
県
内
他
市
町
村
と

比
べ
て
も
依
然
多
く
の
寄
附
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も

事
業
者
の
皆
様
と
連
携
し
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
事
業

　

寄
附
金
は
、
返
礼
品
や
ふ
る

さ
と
納
税
推
進
に
係
る
経
費
を

差
し
引
き
積
立
金
と
し
ま
す
。

　
こ
の
積
立
か
ら
移
住
・
定
住

や
起
業
支
援
な
ど
「
地
方
創
生・

ま
ち
づ
く
り
」、「
自
然・景
観
」、

「
文
化
・
歴
史
」、「
教
育
・
福
祉
・

子
育
て
」
の
市
が
実
施
す
る
事

業
に
、
平
成
29
年
度
は
、
約

3
億
5
千
万
円
が
充
て
ら
れ
ま

し
た
。

◆
ガ
バ
メ
ン
ト

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
取
り
組
み

　　
こ
れ
ま
で
寄
附
募
集
は
、
返

礼
品
を
提
示
し
、
気
に
入
っ
た

返
礼
品
に
応
じ
た
寄
附
を
い
た

だ
く
方
法
が
一
般
的
で
し
た
が
、

寄
附
金
の
活
用
を
よ
り
明
確
に

す
る
た
め
、
市
が
支
援
し
て
ほ

し
い
事
業
を
提
示
し
、
賛
同
い

た
だ
い
た
方
に
寄
附
し
て
い
た

企画財政課 ふるさと応援係　☎ 62-3111 内線 397・398

ガバメントクラウドファンディングを採用して、寄附を募集している（左）大型雪像と（右）小菅護摩堂

■奨学生採用
　選考は人物、健康、学力、家計等について行います。

■貸与金額　月額４万円以内

■返済方法
　大学等を卒業後６カ月後から、貸付期間の２・５倍の
　期間で返済していただきます。

■申込期限　４月25日㈭

■その他
　一定の要件を満たした場合、償還額の一部を免除す
　る場合があります。詳しくはお問い合わせください。

　長野県の公立小中学校教員になることを志
し、平成31年度に短期大学または大学へ進学、
在学する学生に対して、奨学金を無利子で貸
与します。平成31年度の奨学生を以下のとお
り募集します。

■申込資格
　学校教育法による短期大学または大学の学生で、次
の要件を備えている方
⑴飯山市に生活の本拠を有し、引き続き１年以上居住し
　ていること、または居住していたこと
⑵成績が優秀であること
⑶本人及び親権者等に市税等の滞納がないこと

■主な提出書類
⑴飯山市育英生願書
⑵育英生推薦調書
⑶長野県義務教育諸学校の教育職員を目指す理由
　　　　　　　　（４００字詰原稿用紙２枚程度）
※在学証明書・戸籍謄本・学業成績証明書を添付

「教員になりたい」を応援します
飯山市育英資金奨学生募集
子ども育成課 学校教育係　☎ 62-3111 内線 361

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の推

移
と
展
開

　　

平
成
20
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
飯
山
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
米
を
は
じ
め
と
し
た
飯
山

の
特
産
品
を
返
礼
品
と
し
て
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
平
成

25
年
以
降
年
々
人
気
が
上
昇
。

自
治
体
間
の
競
争
が
激
し
い
中

に
あ
っ
て
全
国
的
に
も
注
目
さ

れ
る
存
在
に
成
長
し
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
活
用
し
、
よ
り
多
く
の
方
か

ら
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

知
恵
を
し
ぼ
り
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

H21　　　　　　   25   26   27  28   29（年度）

3億5720万円

2億3480万円

1億1080万円



11  市報いいやま / 19.2 10

　
１
月
30
日
、
31
日
と
２
日
間

に
わ
た
り
、
J 

A
な
が
の
と
と

も
に
、
飯
山
市
産
農
産
物
に
つ

い
て
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行

い
ま
し
た
。

　

J 

A
全
農
長
野
東
京
販
売

事
務
所
と
の
販
売
情
勢
に
つ
い

て
、
関
係
者
と
の
懇
談
の
ほ
か
、

豊
洲
市
場 

東
京
シ
テ
ィ
青
果

㈱
、
太
田
市
場 

東
京
青
果
㈱

の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者
と
懇
談

し
ま
し
た
。

J 

A
な
が
の
と
と
も
に

飯
山
市
農
産
物
を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

市
場
か
ら
さ
ら
な
る
増
産
・
安
定
供
給
の
要
望

住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
飯
山
市
が
各
部
門
ラ
ン
ク
イ
ン

若
者
世
代
へ
の

通
勤
・
就
労
・
住
宅
な
ど
の
支
援
が
評
価

　

市
場
関
係
者
か
ら
は
、「
飯

山
の
農
産
物
は
大
変
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
増

産
と
安
定
供
給
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
足
立
市
長

は
、「
J 

A
な
が
の
と
連
携
し
、

青
果
物
の
安
定
供
給
増
産
に
向

け
、
支
援
策
を
引
き
続
き
行
っ

て
い
く
。」
と
説
明
し
、
併
せ
て

飯
山
市
の
農
産
物
に
つ
い
て
P　

R
し
ま
し
た
。

日本一ありがたいかまくら「らほつかまくら」が来場者を歓迎　

JA全農長野東京事務所関係者との懇談

宝島社『田舎暮らしの本』
2019年 2月号

飯
山
プ
ラ
ス
ラ
ボ
が

「
い
い
や
ま
雪
ざ
ん
ま
い
」を
初
め
て
開
催

　

飯
山
プ
ラ
ス
ラ
ボ
が
、
な

ち
ゅ
ら
を
会
場
に
、
１
月
26
日・

27
日
に
「
い
い
や
ま
雪
ざ
ん
ま

い
」
を
初
め
て
開
催
し
、
２
日

間
で
約
２
千
人
が
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
み
、
海
外
の
方
の
来
場
者

も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
飯
山
プ
ラ
ス
ラ
ボ

は
、
飯
山
市
と
若
者
会
議
、
市

民
交
流
姉
妹
都
市
の
大
阪
市
の

都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
室
が

お
互
い
の
資
源
、
文
化
、
知
識

を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
地
域
に
新

　

地
方
へ
の
移
住
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
に
人
気
の
月
刊
誌

『
田
舎
暮
ら
し
の
本
』
２
月
号

（
１
月
４
日
発
売
）
で
発
表
さ

れ
た
「
２
０
１
９
年
版 

第
７

回 

住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
、
飯
山
市
は
昨
年

度
よ
り
順
位
を
上
げ
て
各
部

門
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

若
者
世
代
が
住
み
た
い
田
舎
部

門
で
は
、
甲
信
エ
リ
ア
で
１
位

と
な
り
ま
し
た
。

〇
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

　
「
新
幹
線
通
勤
補
助
金
」「
新

卒
者
Ｊ
Ｒ
通
勤
補
助
金
」「
奨

学
生
就
職
応
援
金
」
と
い
っ
た

若
者
世
代
へ
の
補
助
金
や
、
若

者
住
宅
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
、
結
婚
祝
い
金
な
ど
が
評
価

さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、

空
き
家
バ
ン
ク
物
件
成

約
数
の
増
加
（
前
回
９

軒
、
今
回
21
軒
）、
移

住
希
望
者
向
け
住
宅
、

起
業
や
就
農
を
支
援
す

る
研
修
や
補
助
金
な
ど

も
評
価
さ
れ
た
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
各
世
代
移
住

た
な
風
を
吹
か
せ
る
研
究
機
関

で
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

に
あ
た
り
、
テ
レ
ビ
会
議
を
重

ね
準
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
坊
主
バ
ー
、

忍
者
に
変
身
で
き
る
ス
ノ
ー

忍
者
、
カ
ン
ジ
キ
作
り
体
験

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市

内
の
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
を
集
め
た

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
２
日
間
で
約

３
０
０
個
が
完
売
す
る
な
ど
盛

況
で
し
た
。

者
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る

点
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
移

住
者
数
に
関
し
て
は
、
今
回
か

ら
各
市
町
村
の
人
口
に
占
め
る

移
住
者
数
の
割
合
を
算
出
し
て

評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
移

住
先
と
し
て
の
魅
力
が
よ
り
正

確
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
移
住
者
数
は
過
去

最
高
を
記
録
し
た
昨
年
度
の
88

人
を
上
回
る
勢
い
で
推
移
し
て

い
ま
す
。
市
外
で
の
移
住
相
談

会
の
開
催
数
を
増
や
し
、
飯
山

市
を
よ
り
積
極
的
に
P 

R
し
て

き
た
こ
と
も
ラ
ン
キ
ン
グ
上
昇

の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
全
国
の
「
移
住
相
談
会
の

開
催
数
が
多
い
部
門
」
で
は
全

国
１
位
（
前
回
２
位
）
に
な
り

ま
し
た
。

QRコードで
ホームページ
をチェック！

【最終答申】

新たな学習指導要領や、飯山市教育大綱が示す飯山市教育の目指す姿
等を踏まえ、子どもたちの可能性を伸ばすための望ましい保育・教育環
境の将来像を、次の３点とします。　

１　夢に向かい、自分の道を切り拓き、
未来を生き抜くための力が育つ環境づくり

２　ふるさとを知り、ふるさとを愛し、ふるさとに誇りを持つ、
飯山のために頑張れる子どもが育つ環境づくり

３　国際感覚を養い、新しい時代に生きる力と個性や多様性を尊重し、
豊かな人間性をもつ子どもが育つ環境づくり

全
国
的
に
少
子
化
が
進
む

中
、
園
児
・
児
童
・
生

徒
数
の
減
少
に
伴
い
、
保
育
園
、

学
校
の
小
規
模
化
が
進
行
し
て

い
ま
す
。　

飯
山
市
の
子
ど
も
達
に

と
っ
て
望
ま
し
い
保
育
・

教
育
環
境
の
将
来
像
に
つ
い
て
、

飯
山
市
保
育
園
・
学
校
課
題

検
討
委
員
会
に
諮
問
し
、
１
月

17
日
に
服
部
秀
人
委
員
長
か
ら

答
申
が
長
瀬
教
育
長
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
学
校
・
保
育
園
の

あ
り
方
（
抜
粋
）
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

今
後
は
、
こ
の
答
申
内
容

を
尊
重
し
な
が
ら
、
具

体
的
な
学
校
・
保
育
園
の
規
模

や
配
置
等
に
つ
い
て
、「
保
育

園
・
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委

員
会
（
仮
称
）」
を
設
置
し
、
各

種
状
況
を
踏
ま
え
、
保
護
者
や

地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
ま
す
。詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
望
ま
し
い
教
育
環
境

○
小
学
校
教
育
の
た
め
の

　
児
童
数
は
、
１
学
級
20
人

　
以
上
、
１
学
年
２
学
級
以
上

　　

社
会
適
応
力
を
身
に
つ
け
、

切
磋
琢
磨
し
、
多
様
な
学
習
・

指
導
を
行
う
た
め
に
は
、
一
定

規
模
の
児
童
数
が
必
要
で
あ
り
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
職
員
配

置
等
を
考
え
た
場
合
、
１
学
年

を
複
数
学
級
と
す
る
こ
と
が
学

校
運
営
に
お
い
て
重
要
と
な
り
、

１
学
級
20
人
以
上
、
１
学
年
２

学
級
以
上
が
望
ま
し
い
。

子ども育成課 学校教育係　☎ 62-3111 内線 361

○
小
学
校
配
置
は

充
分
検
討
し
実
施

　

適
正
児
童
数
の
確
保
、
学
校

配
置
と
併
せ
、通
学
距
離・時
間
、

ま
た
低
学
年
児
童
の
体
力
等
を

考
慮
し
、
適
正
な
位
置
に
配
置

す
る
必
要
が
あ
る
。

○
中
学
校
教
育
の
た
め
の
生
徒

　
数
と
配
置
は
、
１
学
級
30
人

　
以
上
、
１
学
年
２
学
級
以
上

　

生
徒
の
興
味
・
関
心
・
意
欲

等
が
多
様
化
す
る
時
期
で
あ

り
、
学
習
面
と
併
せ
、
学
校
行

事
や
部
活
動
、
生
徒
会
活
動
な

ど
も
生
徒
に
と
っ
て
は
大
変
重

要
な
こ
と
か
ら
、
中
学
校
は
小

学
校
以
上
に
一
定
規
模
の
生
徒

数
と
複
数
学
級
の
編
成
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
１
学
級
30

人
以
上
、
１
学
年
２
学
級
以
上

が
望
ま
し
い
。

◆
望
ま
し
い
保
育
環
境

○
小
学
校
区
単
位
を
基
本
と
し

　
た
規
模
と
配
置
。
飯
山
小
学

　
校
区
内
は
、
あ
き
は
保
育
園

　
と
し
ろ
や
ま
保
育
園
を
統
合
。

　　
３
歳
以
上
児
は
集
団
活
動
の

充
実
を
図
る
た
め
、
一
定
規
模

望ましい保育・教育環境の将来像
飯山市保育園・学校課題検討委員会が答申

の
園
児
数
が
必
要
と
な
る
。
３

歳
未
満
児
は
発
達
に
応
じ
た
保

育
を
行
う
た
め
、
で
き
る
限
り

年
齢
別
に
ク
ラ
ス
を
分
け
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
各
種

行
事
等
の
運
営
な
ど
か
ら
も
、

一
定
規
模
園
児
数
の
保
育
園
運

営
が
必
要
と
な
る
。
園
児
の
多

く
が
区
域
内
の
小
学
校
に
就
学

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
学
校

区
単
位
を
基
本
と
し
た
規
模
の

園
児
数
に
よ
る
保
育
園
運
営
が

望
ま
し
い
。
飯
山
小
学
校
区
に

は
、
公
立
保
育
園
が
２
園
あ
る
。

一
定
規
模
の
園
児
数
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
２
園
を
統
合
し
、

２
０
２
１
年
４
月
に
し
ろ
や
ま

保
育
園
施
設
に
新
た
に
開
園
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。



13  市報いいやま / 19.2 12

お知らせ 飯山市役所☎ 62 - 3 1 1 1

長野県民
交通災害共済

安い会費で大きな安心

県内15の市が共同で行っている共済
です。会費を納めて会員になった方が、
万一交通事故にあったときにお見舞金
を支給する制度です。
会費　1人年額 400円。市内保育園・
幼稚園の園児および小・中学生は、学
校（園）での団体申し込み（1人年額
100円）。
申込　今月各家庭にお配りした申請書
をご確認のうえ、会費を添えて区長さ
ん、または金融機関へお申し込みくだ
さい。現在会員の方も新たに手続きが
必要です。

　

平
日
、
市
役
所
に
来
庁
で
き
な

い
方
や
急
な
引
っ
越
し
に
伴
う
手

続
き
な
ど
を
す
る
方
は
、
取
扱
業

務
や
持
ち
物
等
を
ご
確
認
の
う

え
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。
ま
た
臨
時

日
曜
窓
口
で
は
、「
転
出
証
明
書
」

な
ど
、
ご
本
人
や
同
居
の
親
族
以

外
に
は
発
行
で
き
な
い
証
明
書
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
民
環
境

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
臨
時
日
曜
窓
口
開
設
日

　
３
月
17
日
㈰
・
24
日
㈰
・
31
日
㈰

■
開
設
時
間

　
午
前
8
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

■
取
扱
業
務
内
容

○
転
出
、
転
入
、
転
居
届
な
ど
住

　
民
異
動
に
関
す
る
届
書
の
受
理

○
各
種
証
明
書
の
発
行
（
戸
籍
・

　

除
籍
、住
民
票
、印
鑑
証
明
等
）

○
印
鑑
登
録
（
新
規
、
亡
失
、
変

　

更
）
の
受
理

○
国
民
健
康
保
険
証
の
発
行
・
回

収
（
転
入
・
転
居
・
転
出
に
伴

う
も
の
）

○
各
種
戸
籍
届
書
の
受
理

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

（
3
月
24
日
、
31
日
の
み
）

　

受
付
時
間
は
、
8
時
30
分
か

ら
11
時
30
分
ま
で
。
申
請
済

み
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
通
知
書
を
受
け
て

い
る
方
に
限
り
ま
す
。
交
付

通
知
書（
は
が
き
）に
書
か

れ
て
い
る
持
ち
物
を
持
参
の

う
え
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

○
印
鑑
（
認
印
）

○
本
人
を
証
明
す
る
顔
写
真
付

き
の
公
的
機
関
発
行
の
証
明

書
（
運
転
免
許
証
等
ま
た
は
、

保
険
証
な
ど
二
種
類
以
上
の

本
人
確
認
で
き
る
も
の
）

○
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
国

　
民
健
康
保
険
証

○
市
外
か
ら
飯
山
市
へ
転
入
さ
れ

　
る
方
は
、
他
市
町
村
発
行
の
転

　

出
証
明
書

■
対
応
で
き
な
い
業
務

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
る

特
例
の
転
出
・
転
入
手
続
き

○
車
両
の
臨
時
運
行
許
可

○
改
葬
許
可

○
社
会
保
険
資
格
の
取
得
・
喪

失
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
の

手
続
き

※
そ
の
他
、
開
庁
日
と
は
異
な
り

対
応
で
き
な
い
業
務
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

【発 行 日】　毎週土曜日（祝日を除く）
【受付時間】　午前 8時 30から正午まで
【発行できる証明の種類】
　　　　・住民票の写し ・戸籍謄本・戸籍抄本
　　　　・印鑑登録証明書
【受付窓口】　市役所 1階市民環境課窓口

土曜日の証明窓口

市
民
環
境
課 

市
民
係 

☎ 

内
線 

１
５
１
・
１
５
６

　３月１日から31日までの１カ月間を「ごみ減量推進月間」とし、ご家庭や事
業所から排出されるごみの減量と、適切な分別による資源物のリサイクルを進め
るため、広く呼びかけを行います。日々、身の周りでごみ減量につながることは
さまざまあると思いますが、できることからコツコツと積み重ねをお願いします。
なお、期間中は特にもえるごみの減量を推進するため、次の２点にご協力をお願
いします。
①生ごみの減量にご協力をお願いします
　指定袋に入れる前に十分に水を切る、コンポスト容器や生ごみ処理機等を利
用して堆肥化するなどの方法で、生ごみの減量にご協力をお願いします。料理を
作り過ぎない、食べ残しをしない、といったことも生ごみの減量につながります。
②資源物をもえるごみで出さないようお願いします
　日頃から分別収集にご協力をいただいておりますが、分ければ資源となる古紙
やプラスチック製容器包装が、もえるごみの中に混入している状況がまだまだ見
られます。ごみを正しく分別することはごみ減量への第一歩です。指定袋へ入れ
る前にもう一度確認をお願いします。

３月は「ごみ減量推進月間」です
市民環境課 生活環境係 ☎内線 191・192

市民環境課 市民係 ☎内線 151・156

市
民
の
皆
さ
ん
の
転
出
・
転
入
の
届
出
が
増
え
る 

３
月
17
日
・
24
日
・
31
日
に

臨
時
日
曜
窓
口
を
開
設
し
ま
す

65 歳以上の方が対象

基本チェックリストの分析が進んでいます
地域包括支援センター ☎62-3111 内線183・186

　飯山市は、65歳以上の高齢者が占める割合が 37.0％を超え、「超高齢社会」を迎えています。いつまでも健やかに自分らし
く暮らすために、今の生活を振り返る【きっかけ】として、市では毎年、65歳以上で要介護認定を受けていない方を対象に、
心身の状況や日常生活の様子をうかがう「基本チェックリスト」（25項目の質問に「はい」「いいえ」で答えるもの）を配布し、
回答結果によって介護予防事業への参加を勧めています。
　昨年 7月、市は学校法人四徳学園　長野保健医療大学と連携に関する協定を締結し、今後の介護予防施策に活かすため、こ
の「基本チェックリスト」の分析を行っています。今回は、分析結果の一部をご紹介します。

　基本チェックリストは、自分では気づきにくい心身の衰えを早期に発見できる手段のひとつです。早めに衰えに気づいて改
善に努めれば、心身の機能を維持・向上することができます。分析は今も続いており、今後もさまざまなことが明らかになり
ますので、結果が整い次第、市報等を通じて市民の皆様にお伝えしていく予定です。この分析結果を活かし、多くの皆様が元
気で、住み慣れた地域でいきいき暮らし続けることができるよう、事業に反映していきます。

　平成 26年度に「基本チェックリスト」調査に回答され
た 4,711 名（男 2,229 名、女 2,482 名）の中で、国が当
時「要介護状態となるおそれが高い状態」とした【二次予
防事業対象者】に該当する方の数を求めました。

　【二次予防事業対象者】とは、「生活機能（項目 1～ 20
のうち 10項目以上に該当）」、「運動器機能（項目 6～ 10
の 3項目以上に該当）」、「栄養状態（項目 11，12 の 2項
目に該当）」、「口腔機能（項目 13～ 15）の 2項目以上に
該当」の 4基準のいずれか 1つ以上に該当した方を指しま
す。

　対象者となった方は、女性では 1,117 名（45％）、男性
では 722 名（32.4％）でした。年代別では、75歳未満で
20～ 30％、75 ～ 79 歳で約 40％、80 歳以上では 50％
以上で、該当した基準は多い順に、運動器機能 1,256 名
（26.7％）、口腔機能 789 名（16.7％）、生活機能 530 名
（11.2％）、栄養状態 482 名（10.2%）、でした。該当した
基準が 1 つの人は 1,050 名、2 つ 421 名、3 つ 307 名、
4つ 61名でした。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

90～

85～ 89

80～ 84

75～ 79

70～ 74

65～ 69

該当 非該当

120人 21人

261人 124人

431人 338人

389人 555人

298人 754人

340人 1,080 人

年代別
年代

【結果のまとめ】
１　介護保険サービスを受けずに地域生活を送ってい
　　る 65歳以上の男性の32.4％、女性の45％が「要
　　介護になるおそれ」が高いと考えられました。
２　「要介護となるおそれ」のある人は、75 歳を越え
　　ると増え始め、80歳を過ぎると2人に1人が「要
　　介護のおそれ」がある状態でした。
３　「要介護となるおそれ」の原因は足腰（運動器）の
　　衰えが最も多くみられました。

二次予防事業対象者基準の該当者

女

男

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
該当 非該当

1,117人 1,365 人

722人 1,507 人

男女別
性別

1,839 人 2,872 人全体



猫
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す　

　

長
野
県
動
物

愛
護
会
北
信
濃

支
部
で
は
、
猫

の
習
性
や
疾
病

な
ど
を
学
ぶ
こ

と
を
通
じ
て
正

し
い
飼
養
方
法

や
関
わ
り
方
を
知
る
こ
と
を
目
的

に
、猫
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　飯山市消防団では、消防団員を随時募集
しています。男性も女性も消防団に興味の
ある方、地域の安
心、安全に貢献し
たいと思う方は、
お近くの消防団員
か飯山市消防団事
務局（危機管理防
災課）までお問い
合わせください。
　皆さんのご応募
をお待ちしており
ます。
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70
歳
か
ら
の

　
元
気
は
つ
ら
つ
講
演
会

を
開
催
し
ま
す

　
■
日
時3月

15
日
㈮  

午
後
１
時
30

分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

■
場
所

　

飯
山
市
公
民
館 

２
階 

講
堂

■
内
容

・
第
１
部

（
午
後
１
時
半
か
ら
午
後
２
時
ま
で
）

　

高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て

・
第
２
部

（
午
後
２
時
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

　

講
演　

死
ぬ
ま
で
元
気
で
！

　

講
師　

飯
山
赤
十
字
病
院

 

名
誉
院
長 

古
川
賢
一 

先
生

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
内
線
１
８
３・１
８
６
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飯
山
市
役
所

■
開
催
日
時

 

・
３
月
の
平
日
限
定

　

午
前
10
か
ら
午
後
８
時
ま
で

※
相
談
会
は
１
回
１
時
間
。
各
時

間
１
組
限
定
で
す
。
事
前
に
ご
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
京
で
移
住
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

「
北
信
州
い
い
や
ま
百
姓
塾
」

　

飯
山
に
移
住
し
て
新
規
就
農
さ

れ
た
中
居
正
人
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、「
北
信
州
い
い
や
ま
百
姓
塾
」

と
題
し
た
田
舎
暮
ら
し
＆
就
農
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
飯
山
暮

ら
し
の
楽
し
み
や
、
農
業
実
践
談

な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

■
開
催
日
時

 

・
３
月
9
日
㈯ 

午
後
０
時
30
分
か
ら
午
後
３

時
30
分
ま
で

■
会
場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー

※
移
住
相
談
会
、
セ
ミ
ナ
ー
の
詳

細
・
お
申
込
み
は
移
住
定
住
推
進

課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、「
い

い
や
ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

飯

山
市
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
」
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://furusato-iiyam
a.net

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
学
生
を

募
集
し
ま
す

■
入
学
資
格

概
ね
50
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

■
募
集
人
員

北
信
学
部　

60
人

■
学
習
主
会
場　

 

飯
山
市
公
民
館
（
入
学
式
・

卒
業
式
は
長
野
県
飯
山
庁
舎

で
行
い
ま
す
。）

■
学
習
期
間

　
２
年

■
学
習
時
間

年
間
15
日
×
４
時
間
／
日

■
学
習
内
容 

教
養
講
座（
知
識
や
教
養
を

３
月
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
移
住

相
談
会
、
移
住
セ
ミ
ナ
ー
の

お
知
ら
せ

　

移
住
定
住
推
進
課
で
は
、
飯
山

市
へ
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
希

望
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
東

京
や
飯
山
市
役
所
な
ど
で
移
住
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
仕
事

や
住
ま
い
、
子
育
て
の
こ
と
、
雪

国
の
暮
ら
し
な
ど
、
個
別
に
じ
っ

く
り
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

東
京
・
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

■
開
催
日
時

 

・
３
月
9
日
㈯
、
23
日
㈯ 

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ　

４
階　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

東
京
都
中
央
区
銀
座
５
丁
目

６-

５ 

Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ビ
ル

東
京
・
ふ
る
さ
と

回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

■
開
催
日
時

・
３
月
22
日
㈮

　

午
後
３
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

■
会
場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
（
東
京
都
千
代
田
区
有

楽
町
２-

10-

１
東
京
交
通
会

館
８
階
）

移
住
定
住
推
進
課 

移
住
定
住
係

☎
内
線
２
５
４・２
５
５

QRコードで
ホームページ
をチェック！

QRコードで
ホームページ
をチェック！

上下水道課では、４月から水道のメーター検針業務を行っていただく委
託員を新たに募集します。詳しくはお問い合わせください。

■募集人数　１名
■応募資格　飯山市内在住のおおむね６０歳未満の方で、自家用のバイ
　　　　　　クまたは自動車で検針ができ、健康で長く勤務できる方。
■業務内容　各戸の水道メーターの検針。偶数月は１０日程度、奇数月
　　　　　　は４日程度の業務従事となります。なお、１月から３月ま
　　　　　　での冬期間は検針を行いません。
■委託料金　年間８０万円前後（件数による歩合制）
■応募方法　市販の履歴書に記入のうえ、上下水道課に提出または郵送
　　　　　　してください。追って面接等についてお知らせします。
■応募締切　３月４日（月）　当日消印有効

水道検針業務委託員を募集します
上下水道課 業務係　☎ 内線 224

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
北
信
学
部

☎ 

62-

３
７
２
５

身
に
つ
け
る
講
座
）選
択
講
座

（
創
作
実
技
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

を
選
択
し
て
行
う
講
座
）社
会

活
動
講
座（
社
会
参
加
活
動
を

実
践
す
る
講
座
）

■
授
業
料

年
額
１
万
円　
（
予
定
）
こ
の

ほ
か
に
、
教
材
費
や
自
治
会

費
等
の
費
用
が
必
要
で
す
。

■
募
集
期
間 

２
月
１
日
㈮
〜
３
月
15
日
㈮

■
募
集
案
内
入
学
願
書

募
集
案
内
・
入
学
願
書
は
、

北
信
保
健
福
祉
事
務
所
（
福

祉
課
）、
市
役
所
に
お
い
て
配

付
し
ま
す
。（
1
月
中
旬
〜
）　

（
公
財
）
長
野
県
長
寿
社
会
開

発
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
ま
す
。

■
申
込
み
先

入
学
を
希
望
す
る
各
学
部(

北

信
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
）

ま
た
は
市
役
所
へ
入
学
願
書
を

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
３
月
15
日
の
消
印
有
効
）

■
入
学
決
定

３
月
下
旬
に
各
学
部
か
ら
通

知
し
ま
す
。

■
そ
の
他

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

飯山市消防団員
随時募集しています
危機管理防災課 　☎ 内線370・371

14

長
野
県
動
物
愛
護
会

北
信
濃
支
部
事
務
局

☎ 

62-

６
０
３
５

人
と
猫
が
共
生
で
き
る
社
会
を
目

指
す
た
め
、
猫
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
参

加
費
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も
い

り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時

３
月
23
日
㈯　

午
後
２
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で

■
場
所　

飯
山
市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ

ら 

多
目
的
ル
ー
ム
１

■
内
容　

・
猫
の
疾
病
に
つ
い
て

・
習
性
と
正
し
い
飼
い
方
に
つ
い
て

■事務臨時職員（４月から勤務）
○主な職務内容
書類の印刷、コピー、窓口の応対、伝票起票、パ
ソコンを使って書類等の作成等
○勤務形態と賃金
１カ月の出勤日数は 19日。時給 849 円
（月 19日勤務した場合 12万 5,016 円）　
○勤務時間
午前８時 30 分から午後５時 15 分（１日７時間
45分）原則土日祝日の勤務や残業はありません。
※申し込み締切日は 3月５日㈫、面接試験日は３月
中旬です。

臨時職員（事務職・看護師）
嘱託職員（保健師）
を募集します
庶務課 庶務係　☎ 内線 333

■看護師臨時職員（随時募集）
○主な職務内容
介護予防ケアマネジメント業務、高齢者等の相談
業務等
○勤務形態と賃金
１カ月の出勤日数は 19日。時給 1,085 円
（月 19日勤務した場合 15万 9,766 円）
○勤務時間
午前８時 30 分から午後５時 15 分（１日７時間
45分）原則土日祝日の勤務や残業はありません。

■保健師嘱託職員（随時募集）
○主な職務内容
障がい者ケア会議、コミュニケーション支援に関する
業務等
○賃金
月 23万 100 円、期末手当（6月、12月）
○勤務時間
午前８時 30 分から午後５時 15 分（１日７時間
45分）原則土日祝日の勤務はありません。
※ハローワーク紹介状をご持参ください。

午前８時 30 分から午後５時 15 分（１日７時間

障がい者ケア会議、コミュニケーション支援に関する

午前８時 30 分から午後５時 15 分（１日７時間

自
動
車
事
故
に
よ
る

被
害
者
援
護
制
度
の
お
知
ら
せ

【
介
護
料
の
支
給
】

　

自
動
車
事
故
に
よ
り「
脳
」、「
脊

髄
」、「
胸
腹
部
臓
器
」
を
損
傷
し
、

重
度
の
後
遺
障
害
を
持
つ
た
め
、

日
常
生
活
動
作
に
つ
い
て
介
護
が

必
要
と
な
っ
た
方
が
対
象
。

○
特
Ⅰ
種　
６
万
８
４
４
０
円
〜

　
　

     　
　

13
万
６
８
８
０
円

○
Ⅰ
種　
　
５
万
８
５
７
０
円
〜

　
　
　

  　
　

10
万
８
０
０
０
円

○
Ⅱ
種　
　
２
万
９
２
９
０
円
〜

　
　
　
　
　

  

５
万
４
０
０
０
円

【
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
の

無
利
子
貸
付
】

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
度
後
遺

障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
ご
家

庭
の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
お
子
様

を
対
象
に
、
育
成
資
金
の
無
利
子

貸
付
を
行
う
。

○
貸
付
金
（
無
利
子
）

一
時
金　
　
　

15
万
５
０
０
０
円

毎
月　
　
１
万
円
ま
た
は
２
万
円

入
学
支
度
金（
小
中
学
校
入
学
時
）

　
　
　
　

  　
４
万
４
０
０
０
円

○
返
還
方
法

　

原
則
20
年
以
内
で
の
均
等
払

い
。（
進
学
・
病
気
等
に
よ
る
返

還
猶
予
制
度
あ
り
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
独
）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
長
野
支
所

☎
０
２
６-

４
８
０-

０
５
２
１



北欧で誕生したスキーは、19世紀末に中央ヨーロッパに伝えられ、
アルペンスキーとして大飛躍を遂げ、またたく間に世界中に広まり
ました。そして世界の積雪地域でスキーリゾートが誕生するように
なり、今日まで発展を続けていま
す。本展では、スキー場のパンフ
レット500点で世界22か国のス
キー場を巡ります。
■開催期間　　 ６月９日㈰まで
■開館時間　　 午前９時から午後４時まで
■休館日　　　 木曜日
■入館料　　 大人300円　小中学生150円
■問い合わせ 日本スキー博物館　☎0269-85-3418

16

安心安全　　 消費生活 第30回 元号が変わることに便乗した「送りつけ商法」にご注意ください
飯山市消費生活センター（市役所生活環境係内） ☎ 62-3111（内 192）　

17 市報いいやま /19.2 1616

 今年は天皇陛下のご退位に伴い、平成から新たな元号へ
変わる大きな節目の年です。しかし、このような祝福ムー
ドに便乗して、記念品の購入を突然もちかけられたとの相
談が、国民生活センターや全国の消費生活センターに寄せ
られています。このことに関する相談の例としては、次の
ようなものがあります。

▶見知らぬ業者から、「平成から新たな元号に変わる。記
　念に天皇陛下のアルバムを買わないか。」と電話があっ
　た。皇室関係のことに興味があったので話を少し聞いた
　ところ、本来８万円の品が３万８千円で買えると言われ
　たが最終的には断った。しかし、後日一方的に自宅にア
　ルバムが送られてきて、家族が受け取ってしまった。
▶知らない業者から荷物が届き、開けてみると皇室の写真
　集だった。注文した覚えはなく、送り状や契約書も見つ
　からない。

　このように、注文していない商品を一方的に送りつけ、
受け取ったことで代金の支払義務があると消費者に勘違い
させて支払わせようとする手口を「送りつけ商法」と呼び
ます。
　
■送りつけ商法でトラブルにあわないために
　先に紹介した事例のように電話などで勧誘があった場
合、業者の言葉巧みな話を聞き始めてしまうと断りにくく

なりますので、購入する意思が無い場合は「必要ありませ
ん。もう電話しないでください。」と、すぐにハッキリと
断ることが大切です。
　万が一、注文や購入の承諾をしていない商品が届いてし
まった場合、一方的に送りつけられたものに対して代金の
支払義務はありませんので、支払いをせずに受取拒否をし
てください。宅配業者にも迷惑はかかりません。
　また、「誰が注文したか不明な荷物は受け取らない」と
いうように家族でルールを決めるのも１つの方法です。
　今回紹介した写真集や本の送りつけ以外では、健康食品
や海産物なども送りつけ商法の被害にあいやすい商品であ
るため、あわせて注意しましょう。
　もしも突然の電話や訪問などで不審に感じることがあり
ましたら、一人で悩まず、警察署または飯山市消費生活セ
ンターまでご相談ください。

髙橋 貴
き み よ

世 さん

Ｅ (エ ) ネルギッシュな
Ｅ (イー ) ヤマの皆さんを 紹介します

E
イー

ひ　と
発見！
いいひと はっけん    ＃ 155

秋津地区

インドア
エアロバティック
模型飛行機で世界選手権
に挑戦！

飛
行
機
の
重
さ
は
46
㌘
。
主

要
な
素
材
は
、
針
金
の
よ

う
に
細
い
カ
ー
ボ
ン
ロ
ッ
ド
と
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
作
ら
れ
お
り
、

モ
ー
タ
ー
で
二
枚
羽
根
の
プ
ロ
ペ

ラ
を
動
か
し
ま
す
。
飛
行
速
度
は

早
歩
き
程
度
で
す
。

髙
橋
さ
ん
は
、
３
月
17
日
か

ら
ギ
リ
シ
ャ
の
ク
レ
タ
島
で

開
催
さ
れ
る
世
界
航
空
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
主
催
の
イ
ン
ド
ア 

エ
ア
ロ
バ

テ
ィ
ッ
ク
模
型
飛
行
機
世
界
選
手

権
へ
出
場
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、

５
分
以
内
に
11
パ
タ
ー
ン（
宙
返

り
、ホ
バ
リ
ン
グ
、回
転
等
）に
つ
い

て
正
確
性
等
を
競
う
も
の
で
す
。

興
味
を
持
っ
た
の
は
小
学
校

５
年
生
の
と
き
で
、
近
く

に
ラ
ジ
コ
ン
飛
行
機
を
持
っ
て
い

た
人
が
い
て
、
そ
れ
を
見
て
大
好

き
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、

大
学
で
友
達
に
誘
わ
れ
、
ラ
ジ

コ
ン
飛
行
機
競
技
の
世
界
へ
。
も

と
も
と
は
ア
ウ
ト
ド
ア
専
用
の
大

き
な
飛
行
機
が
専
門
で
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
出
場
す
る
な
ど
日
本

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
を
持
っ
て

い
ま
す
。
２
年
前
に
こ
の
競
技
に

興
味
を
持
ち
挑
戦
し
、
今
回
初
め

て
世
界
選
手
権
の
日
本
代
表
メ
ン

バ
ー
３
人
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
競
技
に
対
し
て
髙
橋
さ
ん

は
、「
失
敗
し
た
と
き
に
ど

う
リ
カ
バ
リ
ー
す
る
か
が
重
要
。

や
っ
て
も
き
り
が
な
く
、
こ
れ
で

い
い
と
い
う
も
の
が
な
い
。」
と
面

白
さ
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
ま
た
、

世
界
選
手
権
に
つ
い
て
、「
目
標

は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ブ
ル
ッ
ク
マ

ン
選
手
。
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
に
残
れ

る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
。」
と
力

強
く
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

広
域
情
報みゆき野かわら版

このコーナーでは、飯山
市と観光交流都市協定を
締結した都市の観光情報
をご紹介していきます。

観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報

　今年も豪雪地帯栄村の冬を盛り上
げる「さかえ雪ん子まつり」が開催さ
れます。地元の人たちの自慢料理が
並ぶ露店市や、かわいい子どもたち
のダンス、勇壮な太鼓演奏などのパ
フォーマンスが予定されています。
　その他にも楽しいイベントが盛りだ
くさんの内容となっていますので、大勢の皆さまの参加をお待ちし
ております。
■開催日時 3月16日㈯　午後３時から午後８時まで
■場所  さかえ倶楽部スキー場　　　　 　　
■問い合わせ      さかえ雪ん子まつり実行委員会
     ☎ 0269-87-3333

野　沢
温泉村

 栄
　  村

木 島
平 村

◇子ども宝探し大会 (小学６年生ま
で参加無料 )２月中毎週日曜日開催
◇3月20日までの平日に、リフト1
日券以上を定価購入した方にリフト
1,000円割引券 (平日利用限定 )を
プレゼント！
◇55周年 平日「５」の付く日は、ハッ
ピータイム券（平日の「５」の付く日の10～15時は、550円引）
◇第10リフト限定1日券 (土日祝日限定 )：大人1,800円 シ
ニア1,300円 初心者向けの第10リフトと動く歩道、ソリコース
800m等をご利用いただけます。お子様やお孫様のデビューチ
ケットにどうぞ。
■問い合わせ 北信州木島平スキー場  電話 0269-82-3434

とってもお得に！もっと楽しく！ファミリー向け
北信州木島平スキー場 イベント情報

さかえ雪ん子まつり開催！

日本スキー博物館特別展
パンフレットで巡る世界のスキー場
- World ski resorts tour ‒

　全国のチンドンマンが、その技とア
イデアを競う全国唯一のコンクールと
して60年以上の歴史を持ち、富山な
らではの春の風物詩となっています。
北陸新幹線開業でグッと近くなった富
山で、ぜひ全日本チンドンコンクール
をお楽しみください！

■開催日時　　 ４月５日㈮から７日㈰まで
■場所　　 富山県民会館
■問い合わせ　 富山市観光政策課　☎076-443-2072

第 65 回
全日本チンドンコンクール

　寒さもやわらぎ、新しい生活が始
まる“春 ”に行う、全国的にも珍し
い花火大会です。

■開催日時　　 ４月６日㈯　花火 午後８時～
■場所　　 和倉温泉　湯っ足りパーク
■問い合わせ 和倉温泉観光協会
   ☎ 0767-62-1555

2017年４月2日付北國新聞朝刊より

第 30回
和倉温泉
北國春花火

富山県  富 山 市

石川県  七 尾 市

漁師がつくる欲張り海鮮丼や地元銘菓の甘味をはじめ、地酒や
昼セリ市見学など、糸魚川ジオパークの恵みから生まれる「食」
をテーマとした胃袋満足ツアーです。詳細はお問合せください。

■運行期間 ３月10日㈰～４月28日㈰の日曜日限定運行
  （３/10・17・24・31、4/7・14・21・28）
  １日・午前・午後コースあり
■問い合わせ  糸魚川バス株式会社 ☎ 025-552-0180

糸魚川定期観光バス

2019味覚めぐり

新潟県  糸 魚 川 市
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DDData fileata fileata file

※掲載期間は６ヵ月間。市民環境課生活環境係（☎ 62-3111 内線
　192）まで連絡いただくと、掲載品登録者を紹介しますので、当
　事者間で交渉をしてください。なお、品物の引き渡し後に生じた
　問題は当事者間で解決してください。
　市民環境課ホームページでも写真入りで掲載しています。

市民環境課生活環境係

◆譲ってください（無料）
ブルーヒーター①　自転車（大人用）①　パラボラアンテナ①
食器棚①　エレキギター①　蒸し器（蒸篭）①　男女学生服
着物　子ども服　男女ランドセル　波トタン　ＭＤメディア

事故発生件数 死　者 傷　者
1月末 6 0 8
前年同期 2 0 3

　　交通安全の標語 ： 思いやり  乗せて信濃路  咲く笑顔

POLICE

Data file

◆譲ります（有料）
乗用トラクター前輪タイヤ②　農業用ホース②　　三輪車①
介護ベッド①　冷凍ショーケース①　ベビーカー①
チャイルドシート①

　（ひとこと）分別と　水切りすれば　ごみ減量
　３月は、「ごみ減量推進月間」です。

施設名（地区名） 測定日 天候 測定区分 測定値
飯山市役所（飯山） 1/30（水） 晴 1m 0.05μSv

（旧）岡山小学校（岡山）1/30（水） 晴 1m 0.04μSv

燃えるごみ 燃えないごみ 計 プラスチック
1月 425㌧ 16㌧ 441㌧ 16㌧

前年同月比 103％ 101％ 102％ 110％

自主防災組織とは

ＡＣ電源

乾電池

録音

録音 再生

緊急音量解除

大小

音量
・

・ ・

・
・

・

・
・

・

防災ナビ

自主防災組織とは

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
す
る
た
め
に
は
、「
自
助
」「
共

助
」「
公
助
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
、

こ
の
３
つ
の
連
携
が
重
要
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
消
防
署
や
消
防
団
、
警
察

な
ど
の
防
災
機
関
だ
け
で
は
、
十

分
な
対
応
が
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、
地

域
の
住
民
が
一
致
協
力
し
て
、
組

織
的
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
有

効
な
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、「
自
分
た

ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守

る
。」
と
い
う
「
共
助
」
の
精
神

飯山市 木島平 野沢温泉 栄 応援協定区域 管轄外 計
火  災 1 0 0 0 0 0 1 件
救  助 0 0 0 0 0 0 0 件
救  急 119 30 41 16 6 0 212 件
　　今月の標語： こわい火事　ひとつ注意で　こない火事

岳北消防本部
　出場件数【1 月】

飯山市内の
　交通事故件数（1 月から累計）

エコパーク寒川
　　　ごみ処理量

飯山市の気象【1 月】
平 均 気 温 -1.7℃ （+0.2℃）※データは長野地域

気象観測月報による。
観測地点は飯山地域
気象観測所（小沼）。
（　）内は平年比。

最高平均気温 2.3℃ （±0℃）
最低平均気温 -7.0℃  （-0.5℃）
日照時間月計 82.9 時間 （100％）
降 水 量 月 計 186.0 ｍｍ （100％）

Data fileata fileata file飯山市の人口と世帯　 （ 1 月 31日現在 ）
総人口
21,104人
（ー8人）

男
10,263人
（ ＋ 5人）

女
10,841人
（ ー 13人）

世帯数
8,078
（ ＋ 16）

出生：12人　死亡：30人　転入：57人　転出：47人
（　）内は前月との増減。住民基本台帳による

利融通情報（不用品の交換）
◆譲ります（無料）
チャイルドシート②　ベビーチェア①　　　学習机セット①
ベビーカー③　　　　折りたたみベッド①　テレビ台①
食器棚①　　　　　　吸引器①　　　　　　整理タンス①
ロビーチェア⑧　　　介助用手すり①　　　

市内空間放射線量測定値
　1月中の市内空間放射線量測定値を公表します。すべての幼稚園、
保育園、小・中学校で測定しましたが異常はありませんでした。
　各学校その他の観測定置点の数値はホームページで確認できます。

C
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１０　　１０

２０　　２０

３０　　３０

　　

　　

　　

　　

　　

　　　

　　

　　

　　

の
も
と
、
自
主
的
に
協
力
し
て
防

災
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

　

飯
山
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
区
で

は
「
○
○
区
自
主
防
災
組
織
（
ま

た
は
自
主
防
災
会
等
）」
と
し
て

組
織
さ
れ
て
お
り
、
防
災
資
機
材

の
整
備
や
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、

訓
練
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

平
時
の
活
動
の
積
み
重
ね
が
万

が
一
の
災
害
発
生
時
に
活
き
て
き

ま
す
の
で
、
地
域
の
防
災
訓
練
等

に
は
積
極
的
に
参
加
を
し
て
、
組

織
の
活
性
化
を
す
る
と
と
も
に
継

続
的
に
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
を

心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
自
助
」
の
部
分
に
お

い
て
も
、
火
災
を
早
期
に
知
ら
せ

る
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
地
震

が
発
生
し
た
際
の
家
具
の
転
倒
防

止
器
具
の
設
置
、
非
常
持
ち
出
し

袋
の
事
前
準
備
、
避
難
経
路
の
確

認
等
を
家
庭
内
で
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

第154回
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幼児健診 防接種 会場：飯山市保健センター ☎ 62-3111 内線 181・174乳 予

日　時：3月 8日㈮  14:00 開始
対象者：平成 30年 10月生まれ

受付：13:00 ～ 13:30

ママサポートプログラム
対象者：出産後 ～ 生後 1歳までのお子さんをお持ちの
　　　　お母さん（お誕生日月の月末まで参加できます）
         　  （申込不要  ※母乳相談は予約が必要です。）

3月
mamaとbaby
のしあわせトーク

ママのリラックス
ストレッチ

赤ちゃんの
スキンケア

健康相談
母乳相談

6日㈬ 13日㈬ 20日㈬ 27日㈬

乳幼児健診

離乳食教室

予防接種

　　いいやま愛（i）ナビをご活用ください
　☆予防接種スケジュール自動作成機能搭載など子育てに役立つ情報が満載

いいやま愛（i）ナビ 検 索
　または右のQRコードから

3月

2か月児ママの会

受付：13:15 ～ 13:50

時間：9:30 開場  10:00 ～ 11:30

日　時：3月 22日㈮    14:00 ～ 15:30
対象者：平成 31年 1月生まれ
その月に、生後 2か月になるお子さんをお持ちのお母さんの
ための会です♪対象者にはお知らせが届きます。　

康
健

い

ま

い

や

【
お
問
合
わ
せ
】

　
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係

　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
７

　

従
来
の
「
血
液
サ
ラ
サ
ラ
＆
筋

力
ア
ッ
プ
教
室
」
を
改
め
、
平
成

30
年
度
か
ら
新
し
く
ス
タ
ー
ト

し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
理
学
療
法

士
、健
康
運
動
指
導
士
、保
健
師
、

栄
養
士
、
看
護
師
な
ど
専
門
職
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
運

動
を
中
心
に
生
活
習
慣
や
食
習

慣
に
つ
い
て
も
見
直
し
、
総
合
的

に
健
康
を
目
指
し
ま
す
。

　

自
分
に
合
っ
た
運
動
を
継
続

し
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
１
年
間
に

１
０
０
日
以
上
運
動
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

　

歩
く
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、
３

人
１
組
・
４
人
１
組
・
５
人
１
組

の
い
ず
れ
か
の
チ
ー
ム
を
組
み
、

連
続
30
日
間
の
歩
数
を
記
録
し
、

チ
ー
ム
の
合
計
歩
数
が
１
０
０
万

歩
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

健
康
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
方
の
内
訳
や
、

健
康
教
室
な
ど
の
実
施
後
に
お

答
え
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
か
ら
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

■
参
加
者
数

・
カ
ラ
ダ
改
善
セ
ミ
ナ
ー

　

21
名
（
平
成
30
年
度
）

・
年
間
１
０
０
日
運
動

　

２
０
４
名
（
平
成
26
年
11
月

　
〜
平
成
30
年
11
月
）

・
チ
ー
ム
で
１
０
０
万
歩

　
１
９
１
名
（
平
成
30
年
度
）

■
平
均
年
齢

・
カ
ラ
ダ
改
善
セ
ミ
ナ
ー

　
５
９・３
歳
（
50
〜
60
代
が
主
）

・
年
間
１
０
０
日
運
動

　
７
２・３
歳
（
60
〜
80
代
が
主
）

・
チ
ー
ム
で
１
０
０
万
歩

　
４
８・６
歳
（
30
〜
50
代
が
主
）

■
性
別

・
カ
ラ
ダ
改
善
セ
ミ
ナ
ー

　
男
性
１
割
強　

女
性
９
割
弱

・
年
間
１
０
０
日
運
動

　
男
性
６
割
強　

女
性
４
割
弱

健
康
教
室
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど

　

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
す
る
た
め
、

各
種
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
今
回
は

次
の
３
つ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
チ
ー
ム
で
１
０
０
万
歩

　
男
性 

約
３
割
、
女
性 

約
７
割

■
運
動
の
効
果

　
「
運
動
す
る
こ
と
で
健
康
状
態

が
改
善
し
た
」
と
答
え
た
方

・
カ
ラ
ダ
改
善
セ
ミ
ナ
ー

　
１
０
０
％

・
年
間
１
０
０
日
運
動

　
９
６・９
％

・
チ
ー
ム
で
１
０
０
万
歩

　
９
１・７
％

■
参
加
者
の
声

　
「
血
糖
値
が
下
が
っ
た
」、「
体

重
や
腹
囲
が
減
っ
た
」、「
階
段
が

楽
に
の
ぼ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」、

「
体
調
が
良
く
な
っ
た
」、「
体
力

が
つ
い
た
」
な
ど
喜
び
の
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
様
々

な
健
康
に
関
す
る
教
室
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
自

身
の
健
康
づ
く
り
に
、
ご
家
族
、

ご
友
人
の
健
康
づ
く
り
に
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

持 ち 物 ：母子健康手帳、予診票（記入を忘れずに）
◆四種混合
　接 種 日：3月 5日 ㈫
　対 象 者： H23.9.7 生～H30.12.6 生
　接 種 日：3月 28日 ㈭
　対 象 者： H23.9.30 生～H30.12.29 生
◆麻しん風しん
　接 種 日：3月 7日 ㈭
　対 象 者： H29.3.9 生～H30.3.8 生（1期）
　対 象 者： H24.4.2 生～H25.4.1 生（2期）

フ
ァ
イ
ト
！
チ
ー
ム
で
１
０
０
万
歩

カ
ラ
ダ
改
善
セ
ミ
ナ
ー

〜
な
り
た
い
自
分
に
〜

目
指
せ
！
年
間
１
０
０
日
運
動

実
施
結
果
な
ど

■
自
助

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

■
共
助

　

近
隣
や
地
域
の
人
々
が
協
力

し
て
災
害
に
対
応
す
る

■
公
助

　

国
や
市
町
村
等
が
災
害
に
対

応
す
る

　
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

4 カ 月 児 3月　6日 ㈬ 平成 30年 10 月 生まれ
10 カ 月 児 3月 13日 ㈬ 平成 30年　4月 生まれ
1歳6カ月児 3月 20日 ㈬ 平成 29年　8月 生まれ
3 歳 児 3月 27日 ㈬ 平成 28年　2月 生まれ
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。　　
　　　

1 金
2 土
3 日 第 53回読売杯戸狩アルペンスキー大会

4 月
5 火
6 水 市議会 一般質問（予定）

7 木 市議会 一般質問（予定）

8 金 市議会 一般質問（予定）

9 土
10 日 飯山市民レクレーションスキー大会

11 月 市議会 予算決算常任委員会分科会（予定）

12 火 市議会 予算決算常任委員会分科会（予定）
障がい者等の権利擁護相談会【右記参照】

13 水 市議会 予算決算常任委員会分科会（予定）
第 13回斑尾マスターズスキー大会【14日まで】

14 木 市議会 予算決算常任委員会分科会・全体会（予定）

15 金 70 歳からの元気はつらつ講演会 13:30 ～ 15:30（飯山市公民館）【15㌻参照】

16 土
17 日 臨時日曜窓口開設日【13㌻参照】

18 月 市議会 総務文教・産業民生常任委員会（予定）

19 火
20 水 市議会 本会議・採決（予定）

総合相談【右記参照】

21 木 2019 市民スキーフェスティバル

22 金 廃食用油・古着の回収 9:00 ～ 11:00（市役所西側車庫）

23 土 猫の講習会 14:00 ～ 16:00（文化交流館なちゅら）【15㌻参照】

24 日 臨時日曜窓口開設日【13㌻参照】

25 月
26 火 障がい者等の権利擁護相談会【右記参照】

27 水
28 木 もの忘れ相談会 13:30 ～ 15:30（飯山市福祉センター）（要予約）

出張年金相談 10:00 ～ 15:00（飯山商工会議所）（要予約）

29 金
30 土
31 日 臨時日曜窓口開設日【13㌻参照】

総合相談
　婦人相談や、人権・家庭相談、
行政相談、経営法律相談など無
料でご相談いただけます。
【相談日時】
 3月 20日 ㈬　9:00 ～ 15:00
 （11:00 ～ 15:00 は弁護士によ
　る無料法律相談、経営法律相
　談があります）
【会　場】飯山市福祉センター（本町）
【問合先】飯山市社会福祉協議会
　　　　　  ☎ 62-2840

情報カレンダー3 月
3 月の税金など
（納期限 4月 1日）

口座振替日 3 月 26日 ㈫

国 民 健 康 保 険 税・・・・9期
介 護 保 険 料・・・・12期
後期高齢者医療保険料・・・・9期
上 水 区 域

・・・1.2月分
上 下 水 道 使 用 料
保 育 料 ・・・3月分
CATV、インターネット使用料 ・・・3月分

◇人権相談
　月～金曜日（祝日除く）
   8:30 ～ 17:15 
　法務局飯山支局 ☎ 62-2302
◇家庭児童相談・教育相談
　月～金曜日（祝日除く）
  教育委員会事務局  家庭児童・教
  育相談室（市役所１階）
◇女性相談　
　月～金曜日（祝日除く） 
　人権政策課男女共同参画係
（相談専用電話番号 080-1080-9924）
◇心配ごと相談　
　毎週水曜日 9:00 ～ 12:00
   飯山市福祉センター（要予約）
◇人権福祉総合相談
　月～金曜日（祝日除く）
　8:30 ～ 17:00
　いいやま人権福祉センター
◇いじめ電話相談
　月～金曜日（祝日除く）
　９:00 ～ 17:00
　☎62-3111 内線100（いじめ相
   談専用）　飯山市教育委員会
◇障がい者等の権利擁護相談会
　【日時】 3月 12日・26日 9:30 ～ 12:00
　【会場】飯山市福祉センター
　【問合先】北信圏域権利擁護センター
　　　　☎ 0269-26-2266

土曜日の証明窓口
【発 行 日】
　毎週土曜日（ただし祝日を除く）
【受付時間】
　8:30 ～ 12:00
【発行できる証明の種類】
　・住民票の写し
　・戸籍の謄・抄本
　・印鑑登録証明書
【受付窓口】
　市役所 1階  市民環境課窓口

21 市報いいやま /19.2

北信地域求人情報　2月分
掲載する情報を「求人情報」のみにしぼり、
飯岳地域一帯の情報を掲載しています。

職　　種 数 年　齢 賃金（万円） 事業内容 就業場所

訪問介護及び住宅管理、生活支援 1 不　問 16.3 ～ 24.5 老人福祉・介護事業 飯 山 市

野沢菜漬加工現場作業 1 59歳以下 14.1 ～ 15.5 野菜缶詰・果実缶詰・農産保存食料品製造業 飯 山 市

成形オペレーター 2 44歳以下 18.0 ～ 23.0 工業用プラスチック製品製造業 栄 村

自動車整備士 1 44歳以下 25.0 ～ 28.5 機械修理業（電気機械器具を除く）飯 山 市

販売・商品管理等 1 64歳以下 17.6 ～ 28.6 管理、補助的経済活動を行う事業所 飯 山 市

一般事務 1 不　問 13.5 ～ 13.5 他に分類されない非営利的団体 飯 山 市

建築大工 2 18歳～ 69歳 23.7 ～ 32.4 木造建築工事業 飯 山 市

建設機械及び貨物自動車の整備 2 45歳以下 21.0 ～ 35.0 産業用機械器具賃貸業 飯山市ほか

一般事務 1 59歳以下 15.8 ～ 15.8 自動車整備業 飯 山 市

交通誘導警備員・駐車場警備員 2 18歳～ 69歳 15.1 ～ 21.7 警備業 飯山市ほか

施設運営管理全般 1 不　問 14.7 ～ 14.7 その他の運輸に附帯するサービス業 飯 山 市

食品の営業 1 59歳以下 19.0 ～ 40.0 農畜産物・水産物卸売業 野沢温泉村

正社員調理人 1 18歳～ 59歳 26.0 ～ 36.2 酒場、ビヤホール 飯 山 市

建築設計・監理、インテリアコーディネーター 1 64歳以下 18.0 ～ 30.0 一般土木建築工事業 野沢温泉村

国際貿易営業職 2 59歳以下 25.0 ～ 30.0 農畜産物・水産物卸売業 飯 山 市

歯科衛生士 1 不　問 時給1,200～ 1,400円 歯科診療所 飯 山 市

きのこ、胡瓜栽培作業全般 2 64歳以下 時給840～ 950円 その他の食料品製造業 飯 山 市

タクシー運転手 1 18歳以上 時給 830円 一般乗用旅客自動車運送業 飯 山 市

施設運営管理、販売 2 不　問 時給910円 その他の運輸に附帯するサービス業 飯 山 市

接客販売 3 不　問 時給870～ 1,063 円 その他の各種商品小売業 飯 山 市

食品加工・製造 3 不　問 時給821～ 950円 パン・菓子製造業 木島平村

ルーム係・館内清掃 2 不　問 時給850～ 1,000 円 旅館、ホテル 野沢温泉村

椎茸生産販売 1 不　問 時給821～ 850円 その他の食料品製造業 飯 山 市

クリーニング集荷、配送 2 59歳以下 時給 825円 洗濯業 飯 山 市

製菓・製造・販売 1 44歳以下 時給 830円 菓子・パン小売業 飯 山 市

ホールスタッフ・調理スタッフ 5 18歳以上 時給1,000～ 1,200円 食堂、レストラン（専門料理店を除く）飯 山 市

送迎ドライバー 2 不　問 時給1,000 円 他に分類されない事業サービス業 飯 山 市

ぶなしめじパック工場の配送スタッフ 1 不　問 時給825円 耕種農業 飯 山 市

レンタカースタッフ 1 不　問 時給850～ 910円 自動車賃貸業 飯 山 市

セルフガソリンスタンドの接客スタッフ 2 18歳以上 時給910～ 1,138 円 燃料小売業 飯 山 市

飯山市国際交流員
リアンの

⑥
北信地域求人情報

ハローワーク

　こんにちは。チョコとかわいいものが大好きなリアンです。2月の
行事といえばバレンタインデーですね。みなさんはどう過ごしました
か？
　今年は、私にとって日本で初めてのバレンタインデーなので、お
店でバレンタイン用のチョコレートがたくさん並んでいるのを見てワク
ワクしました。子どもの頃の私は、ちびまる子ちゃんのアニメ（もちろ
ん吹き替え版でした。）を見るのが好きでした。まるちゃんがほかの
女の子たちと競って、チョコレートの山から一番かわいいのを選んで
いるシーンをよく覚えています。
　日本では「義理チョコ」と「本命チョコ」さらに「友チョコ」もある
らしいけど、これは全部女性が男性にあげるものですね。そして、3
月14日には男性がお礼をするためのホワイトデーという日があるのも
聞きました。
　実は私も友達や好きな人のために手作りのチョコレートを作ること
に少し憧れました。なぜかというと、日本のバレンタインデーは、オー
ストラリアと全然違うからです。全然違うってどういう意味？と思って
いる方もいると思いますので、少しお話します。
　日本と違い、オーストラリアでは主に男性がプレゼントをあげる側
です（でも、最近は恋人同士でプレゼント交換することも多い気がし
ます。）。男性側からチョコレートはもちろん、バラやカードなどを恋人
にあげることが多いです。日本でのバレンタインデーは、女性の「勝
負の日」かもしれませんが、ホワイトデーの文化がないオーストラリ
アでは、男性の「勝負の日」なのかもしれません。普段あまりロマン
チックなことをしない人でもバレンタイン
デーには頑張ってプレゼントを用意したり、
ロマンチックなデートを計画したりします。
バレンタインデーの日に子どもを連れてお
花を選ぶお父さんや、バラの花束を持っ
て奥さんにサプライズをするお爺さんたち
をよく見かけます。素晴らしいことだと思い
ませんか？
　バラといえば、私の高校ではおもしろいイベントがありました。バ
レンタインデーの前に、生徒会にバラを注文することができます。バ
ラは2種類があって、定番の「赤」そして「黄色」です。「赤」はみ
なさんが知っている「愛Love」の意味がありますが、「黄色」はな
んの意味かわかるでしょうか？答えは「友情Friendship」です。生
徒会に、注文したいバラの色、あげたい相手の名前、クラス、そしてメッ
セージを伝えます。バレンタインデー（または
その日に一番近い日）当日、生徒会の幹部た
ちは、みんなが授業の間にバラを届けに行き
ます。みんなが聞こえるようにメッセージを読
むので、生徒たちはとても盛り上がります。日
本の「友チョコ」のように女の子同士でも親
しい友達に「赤」のバラをあげたりもしましたよ。
　みなさん、バレンタインデーはもちろん、そうでなくても大切な人
に愛を伝えましょう♪

■有効求人倍率（　）内は前月（※臨時・季節求人を除く）
　　全　数　　　　　  11 月　1.77 倍（1.78）
　　うち常用・パート  11 月　1.40 倍（1.44）
■お問い合わせは　飯山公共職業安定所　☎ 62-8609

全国版インターネットサービスのご利用を
インターネットで日本全国のハローワークの  
求人情報を下記のアドレスから検索できます。

https://www.hellowork.go.jp

愛を伝える（ * ^_^*） 編
るんるん♪飯山大冒険♪
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子
ど
も
育
成
課

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

人
権
政
策
課

市
民
学
習
支
援
課

文
化
交
流
課

☎62 3111☎62 3111

教
育
委
員
会
だ
よ
り

青
少
年
指
導
者・育
成
者（
団

体
）・
善
行
者
表
彰
の
対
象

者
募
集
に
つ
い
て

　

飯
山
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
で
は
、「
青
少
年
健
全
育
成
で

功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
」、

「
特
に
顕
著
な
善
行
を
行
っ
た
青

少
年
」を
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
も
し
く
は
団
体

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
市
民
会
議

構
成
団
体
ま
た
は
各
地
区
活
性
化

セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
推
薦
を
お
願

い
し
ま
す
。
被
表
彰
者
は
市
民
会

議
の
理
事
会
で
決
定
し
、
表
彰
式

は
６
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

【
推
薦
期
間
】

　
２
月
18
日
㈪
〜
４
月
18
日
㈭

【
表
彰
基
準
】

　

青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
、
8

年
以
上
活
動
し
た
指
導
者
ま
た
は

団
体
で
功
績
の
あ
っ
た
も
の
、
お

よ
び
善
行
を
行
っ
た
青
少
年
で
、

そ
の
行
為
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
も
の
。
な
お
推
薦
方

法
等
の
詳
細
は
直
接
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
学
習
支
援
課　
社
会
教
育
係

☎
62
３
３
４
２

「
法
の
先
に
あ
る
幸
せ
を
求
め
て
」

　
　
　
　
　
飯
山
市
立
常
盤
小
学
校
長
　
　
吉
澤
　
秀

人 権
学習シリーズ

　

平
成
28
年
に
「
部
落
差
別
解
消

推
進
法
」「
障
が
い
者
差
別
解
消
法
」

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
法
」
の
い

わ
ゆ
る
人
権
三
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
法
律
を
は
じ
め
、
私

た
ち
は
多
く
の
法
律
に
よ
っ
て
が
ん

じ
が
ら
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん

じ
が
ら
め
と
言
う
と
窮
屈
に
感
じ

ま
す
が
、
実
は
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら

の
法
律
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

運
転
免
許
証
を
持
ち
、
毎
日
車

等
を
運
転
し
て
い
る
方
に
と
っ
て
は

道
路
交
通
法
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
例
え
ば
制
限

速
度
（
指
定
最
高
速
度
）
を
例
に

挙
げ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
時

速
40
㎞
制
限
の
道
路
標
識
の
あ
る

道
路
は
、
時
速
40
㎞
が
最
高
速
度

と
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
を
超

え
て
走
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
制
限
速
度
を
守
り
な
が
ら

走
る
こ
と
で
、
歩
行
者
や
ド
ラ
イ

バ
ー
自
身
の
安
全
が
守
ら
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
法
律
と
い
う
も
の

は
人
々
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
も
の
な

の
で
す
。
法
を
守
る
こ
と
で
、
私
た

ち
は
幸
せ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　
そ
こ
で
、
先
の
人
権
三
法
に
つ
い

て
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
そ
れ

ぞ
れ
、
部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い

も
の
と
い
う
認
識
の
も
と
部
落
差

別
の
な
い
社
会
の
実
現
を
、
全
て

の
国
民
が
障
が
い
の
有
無
に
関
係

な
く
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の

実
現
を
、
外
国
出
身
者
に
対
す
る

不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
を
め

ざ
す
法
律
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
私

た
ち
が
「
差
別
を
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を

し
て
こ
な
か
っ
た
、
で
き
な
か
っ
た

か
ら
つ
く
ら
れ
た
法
律
と
言
え
ま

す
。
改
め
て
、
憲
法
第
13
条
「
個

人
の
尊
重
、
幸
福
追
求
権
」
や
同

14
条
「
法
の
下
の
平
等
」
の
条
文

が
胸
に
突
き
刺
さ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
三
法
が
、
す
べ
て
の
人
々
の
幸

せ
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
法
律
を
た
だ

の
飾
り
物
と
す
る
の
で
は
な
く
、

法
に
則
っ
た
行
動
を
す
る
こ
と
で

法
に
息
を
吹
き
込
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。「
差
別
を
許
さ
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
を
一
層
強
め
、
よ

り
多
く
の
人
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、

人
権
三
法
が
不
要
と
な
る
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

1月30日表敬訪問　（上）全国高等学校スキー大会出場選手　（下）全国中学校スキー大会出場選手

各選手の表敬訪問時には、市民の期待を込めた激
励金が、副市長から手渡されました。

スキー飯山の誇りを胸に
全国の舞台で活躍

　

飯
山
市
子
ど
も
館
「
き
ら
ら
」

に
県
産
材
を
使
用
し
た
お
も
ち
ゃ

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
に
板
積
み
木
を
広
げ

る
と
、
小
学
生
が
早
速
寄
っ
て
き

て
「
な
ち
ゅ
ら
の
木
と
同
じ
匂
い
」

「
い
い
匂
い
」と
遊
び
始
め
ま
し
た
。

　

身
長
よ
り
も
高
く
積
み
上
げ

る
子
、
ら
せ
ん
階
段
の
よ
う
な
形

に
す
る
子
、
ひ
と
り
で
夢
中
に
な

る
子
、
２
〜
３
人
で
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
遊
ぶ
子
。
着
色
も
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
も
な
い
小
さ
な
板
切
れ

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
を
惹
き
つ

け
子
ど
も
た
ち
の
想
像
力
を
ど
ん

ど
ん
引
き
出
し
て
く
れ
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
幼

児
用
の
積
み
木
を
設
置
し
ま
し

た
。
子
ど
も
達
が
、
木
の
香
り
を

嗅
ぎ
な
が
ら
遊
ん
だ
り
、
お
母
さ

ん
た
ち
が
肌
触
り
の
良
さ
を
話
し

て
く
れ
た
り
し
て
、
木
の
持
つ
魅

力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

クロスカントリー競技
　【男子】　吉越　敬

けいすけ

介　（城北3年）
　　　　　小笠原　舜

しゅん

　（城北3年）
　　　　　松澤　柊

しゅうと

斗　（城北3年）
　　　　　川久保力

り き

生　（城北1年）
　　　　　岡田　滉

こうき

樹　（城南1年）
　　　　　山﨑　悠

ゆう

　　（城南1年）
　【女子】　丸山　夏

か の

乃　（城北3年）
　　　　　佐藤　笑

え る

瑠　（城南1年）
アルペン競技
　【男子】　平井　颯

そうま

馬（城北2年）
（選手・所属校（学年）・敬称略）

第68回全国高等学校スキー大会出場
2/7～2/12　秋田県鹿角市

クロスカントリー競技
　【男子】　小林　皓

こうせい

生　（飯山2年）
　　　　　六塚　琉

る い

良　（長野工業2年）
　　　　　髙島　侑

ゆうき

希　（下高井農林1年）
　【女子】　祖

そ ぶ え

父江　凛
りん

　（飯山3年）
アルペン競技　　　　　
　【男子】　小林　啓

けいすけ

将　（飯山3年）
　【女子】　髙橋和

わ か な

花菜　（長野俊英3年）
　　　　　坂東　楓

かえで

　　（文化学園長野2年）
ジャンプ競技
　【男子】　中村　愛

あいと

斗　（飯山3年）
　　　　　　　　（以上、市在住関係選手）
リレー競技
　飯山高校リレーチーム（男子・女子）

（選手・所属校（学年）・敬称略）

第56回全国中学校スキー大会出場
2/4～2/7　新潟県十日町市他

木の香り 木の温もり
～長野県森林づくり県民税活用事業～



し
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会

は
昨
年
の
８
月

に
設
置
さ
れ
、

計
３
回
の
検
討

委
員
会
を
開
催

し
、
顕
彰
方
法

等
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

顕
彰
は
、
丸

山
邦
雄
氏
の
ブ

ロ
ン
ズ
像
を
建

立
す
る
と
し
、

制
作
は
飯
山
市

出
身
の
彫
刻
家
、
猪
瀬
清
四
朗

氏
に
依
頼
。
２
０
２
０
年
の
夏
を

め
ど
に
建
立
し
て
ほ
し
い
と
要
望

し
ま
し
た
。
建
立
場
所
は
、
市
内

外
の
多
く
の
人
た
ち
に
触
れ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
飯
山
駅
前
の

街
区
公
園
内
を
予
定
。
ブ
ロ
ン
ズ

像
の
建
立
に
は
１
３
０
０
万
円
の

制
作
費
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、一

　
旧
満
州
の
日
本
人
引
き
上
げ
に

尽
力
さ
れ
た
、
富
倉
出
身
の
丸
山

邦
雄
氏
の
功
績
を
称
え
る
た
め
、

丸
山
邦
雄
氏
顕
彰
検
討
委
員
会

の
上
村
力
委
員
長
は
12
月
26
日

に
検
討
結
果
を
足
立
市
長
へ
報
告

　

光
の
眩
し
さ
と
、
自
然
豊
か
な

飯
山
市
「
こ
れ
か
ら
の
人
生
生
活

は
こ
の
地
だ
」
と
決
め
て
か
ら
移

住
30
年
あ
ま
り
、
現
在
飯
山
市

公
民
館
で
当
直
業
務
に
携
わ
っ
て

い
る
神
林
潔
さ
ん
。
毎
月
届
く
広

報
「
飯
山
」
を
読
む
う
ち
に
、
飯

山
の
歴
史
に
つ
い
て
コ
ラ
ム
の
よ

う
な
も
の
が
書
け
た
ら
と
、
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
神
林
さ
ん
の

神
話
物
語
「
五
束
の
里
」
冊
子
作

り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

何
か
興
味
を
引
く
題
材
は
な
い

か
と
探
し
続
け
て
い
た
時
、「
五

束
の
里
」
に
あ
る
諏
訪
大
明
神
に

祀
ら
れ
て
い
る
な
が
ー
い
名
前
の

神
様
に
目
が
止
ま
り
、
思
わ
ず
何

度
も
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。「
よ

し
、こ
れ
だ
」
と
閃
き
、こ
の
神
話

を
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み

ん
な
が
面
白
く
分
か
り
や
す
く
読

め
る
構
成
に
し
て
冊
子
に
し
よ
う

と
考
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
、い
ざ
作
業
に
入
る
と
、

「
全
体
の
構
成
は
？
」「
わ
か
り
や

す
い
表
現
は
？
」
な
ど
悩
む
こ
と

が
多
く
困
難
の
連
続
で
、
一
つ
の

作
品
を
作
る
難
し
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。

　
こ
の
物
語
作
り
を
と
お
し
て
飯

山
の
歴
史
や
文
化
の
奥
深
さ
を
再

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
魅
力
は
生
涯
か
け
て
調
べ
て

も
終
わ
る
こ
と
が
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
読
ん
で
い
た
だ
い
た
方

に
飯
山
の
魅
力
と
、
こ
の
地
の
歴

史
・
文
化
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な

に
よ
り
私
自
身
、
ま
す
ま
す
興
味

が
わ
き
、
２
作
目
へ
の
意
欲
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

冊
子
作
り
を
と
お
し
、
様
々
な

発
見
が
あ
っ
た
と
話
さ
れ
た
神
林

さ
ん
、
創
造
性
を
養
う
た
め
に
物

事
を
多
方
面
か
ら
見
る
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
、「
田
園
風
景
の
中
を

ゆ
っ
く
り
と
走
る
飯
山
線
が
好
き

で
す
」と
話
さ
れ
た
優
し
い
表
情

が
と
て
も 

印
象
的
で
し
た
。

【活動期間】 一定期間だけの参加・通年参加のいずれも可
【参加対象】 市内の小学校５年生から中学校２年生まで（新学年）
【募集人数】 １０名　
【募集締切】 平成３１年３月２０日（水）
【申 込 先】　飯山市公民館
 （飯山市子ども会育成連絡協議会事務局）
 ☎ 62-3342
【そ の 他】 具体的なスケジュールは、４月以降に参加者へご連絡します。

部
を
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ（
注
） 

で
募
集
し
た
り
、

市
内
外
の
方
々
か
ら
の
寄
付
を

募
っ
た
り
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
丸
山
邦
雄
氏
の
功
績
を

後
世
へ
伝
え
る
た
め
、
小
中
学
生

向
け
の
事
業
も
検
討
し
て
お
り
、

ブ
ロ
ン
ズ
像
の
建
立
と
合
わ
せ
て

展
開
し
て
ほ
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
を
受
け
た
足
立
市
長
は

「
丸
山
邦
雄
氏
は
飯
山
市
は
も
と

よ
り
、
世
界
に
誇
る
べ
き
人
で
あ

る
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て

い
た
だ
く
べ
き
人—

改
め
て
市
と

し
て
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
外
に

向
け
て
情
報
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
し
ま
し
た
。 

（
注
）
自
治
体
が
計
画
す
る
事
業

を
進
め
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
付
金
の
「
使
い
道
」
を
よ
り

具
体
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
、

寄
付
を
募
る
仕
組
。

開場13：00 / 開演13：30
2019.3.23（土）

飯山市公民館 講堂
参加料　無料

　飯山市子ども会育成連絡協議会では、飯山市 Jr リーダー研修の一環として、「菜の花すくーる」への参加者を市内全
域から募集します。
　「菜の花すくーる」は、平成 11年に瑞穂地区の中高生を中心に発足した団体で、毎年 5月の連休に行われる菜の花ま
つりの運営や会場内の美化、秋の種まきなどを中心に活動しており、平成 25年には長野県青少年育成県民会議会長表
彰も受賞するなど、子どもたちの成長の場として市内外から高く評価されています。
　自らの手で咲かせた一面の菜の花や自分たちで考えたサービスを来場者に提供することで、主体性や積極性を磨くこ
とはもちろん、人から喜ばれたり、感謝されるといった体験をとおして、生きていく上で大切な「やりがい」を実感で
きる場です。
　頑張った後にはお楽しみも用意されていますので、友だち同士誘い合ってのみなさんのご参加をお待ちしています。

　笹本正治氏（長野県立歴史館・館長）
と、キャロリン・ワグーラ氏（国際
交流基金日本研究フェロー）による、
トークセッション。世界から見た飯
山の自然や、風土の中から生まれた
伝統・文化について語ります。

飯山市 Jr リーダー研修

「体験しよう！菜の花すくーる」

参加者募集!!

笹本正治 氏

国際交流基金日本研究フェロー
キャロリン・ワグーラ 氏

飯
山
駅
前
に
丸
山
邦
雄
氏

ブ
ロ
ン
ズ
像
建
立

冊
子
作
り
か
ら
学
ん
だ

飯
山
の
歴
史
・
文
化
の
奥
深
さ

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

国際交流基金日本研究フェロー国際交流基金日本研究フェロー国際交流基金日本研究フェロー

生
涯

学
習
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飯山市公民館 ☎ 62-3342
市立飯山図書館 ☎ 62-1118
飯山市美術館 ☎ 62-1501
いいやま女性センター未来 ☎ 62-0543
飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030
飯山市文化交流館なちゅら ☎ 67-0311
飯山公民館 ☎ 62-3342
秋津公民館 ☎ 62-2330
木島公民館 ☎ 62-0555
瑞穂公民館 ☎ 65-2501
柳原公民館 ☎ 62-5562
富倉公民館 ☎ 67-2136
外様公民館 ☎ 62-1029
常盤公民館 ☎ 62-3200
太田公民館 ☎ 65-4579
岡山公民館 ☎ 69-2010

気温が氷点下のとき、木々に
空気中の水分が吹き付けら
れてできる氷を霧氷という。
飯山では「木花」とも呼ばれ
る。冬の寒い朝、霧氷で真っ
白になった木々は、雪国の
神秘的な景観を形作ってい
る。

冬の霧氷

だより

丸
山
邦
雄
氏
顕
彰
検
討
委
員
会 

結
果
報
告

2425 生涯学習だより / 19.2

世界から見た飯山の魅力
飯山雪国大学教養講座



「
体
験
教
室 

ま
ゆ
玉
作
り
」

開
催
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
館
で
は
、
地
域

の
伝
統
文
化
を
学
ぶ
体
験
教

室
「
ま
ゆ
玉
作
り
」
を
１
月

12
日
に
開
催
、
市
内
の
親
子

23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ゆ
の
形
の
ほ
か
、
小
判

や
動
物
、
く
だ
も
の
な
ど
た

く
さ
ん
の
形
を
作
っ
た
子
供

た
ち
は
、
実
り
豊
か
な
年
に

な
る
よ
う
願
い
を
込
め
な
が

ら
、
ミ
ズ
キ
の
枝
に
飾
り
ま

し
た
。

　

ふ
る
さ
と
館
と
本
町
商
店
街
で
は
た
だ
い
ま
「
飯
山
城
下
町
ひ
な

街
道 
ひ
な
人
形
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
館
で
は
、
江
戸
時
代
の
ひ
な
人
形
を
は
じ
め
、
時
代
と

と
も
に
移
り
変
わ
る
様
々
な
ひ
な
の
姿
を
紹
介
。

　

ま
た
、
城
下
町
の
商
家
と
し
て
栄
え
た
商
店
街
で
は
、
工
夫
を
こ

ら
し
た
ひ
な
飾
り
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
期
中
の
３
月
１

日
か
ら
５
日
に
は
、
本
町
商
店
街
メ
イ
ン
会
場
に
て
和
小
物
作
り
や

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
店
頭
チ
ラ
シ
の
街
道
マ
ッ
プ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

笑
顔
の
花
が
い
っ
ぱ
い
！

体
験
教
室 

ま
ゆ
玉
作
り

・開催期日 3 月17日（日）まで
・開館時間 9 時～17 時（入館は 16 時 30 分まで）
・休館日 毎週月曜日（月曜祝日の場合は翌平日）
・入館料 大人 200 円（市内の小中学生は無料）
・問合せ先 ふるさと館　☎ 67-2030

第4回

14時開演 （13時 30分開場）
全席指定 3,500 円（税込）

月・振休2019 年5月6日

日本の童謡・唱歌をはじめ世界の古き良き歌の数々を、テレビやコ
ンサートで活躍中の山田姉妹の歌声で披露するコンサートです。「ふ
るさと」「朧月夜」「翼をください」など誰もが知る名曲を、美しいハー
モニーでお届けします。いま話題の双子ソプラノデュオ山田姉妹が
歌う懐かしいメロディーをお楽しみください。

2019.3.17（日）開場 13：30開演 14：00

～歌の花束コンサート～

一般・中高生：2,500 円    小学生：1,500 円
※全席指定・税込
※未就学児は保護者一人につき一人までひざ
上鑑賞無料。ただし、席が必要な場合は小学
生料金が必要です。

入場料

プレイガイド ・飯山市文化交流館なちゅら ☎ 67-0311
　（火曜日を除く 9時～ 22時）
・セブン ‐ イレブン
・ロ〡ソン（Lコ〡ド：32898）

佐久間雲窓展
3月2日 （土）～ 4月7日（日）

開館時間 ： 9 時～17 時（入館は16 時 30 分まで）
休 館 日 ： 月曜日
入 館 料 ： 一般 300 円（市内小中学生は無料）
お問合せ ： ６２－１５０１

・お申し込みは、１名につき５枚までとさせていただきます。 ・期間外のお申込みは無効となります。
・お申込み後のキャンセル、枚数変更はお受けできません。 ・お席は主催者にご一任ください。
・未就学児は入場できません。

飯山市文化交流館なちゅら ☎ 67-0311 （火曜を除く9時～17時）
信濃毎日新聞社事業部 ☎ 026-236-3399 （平日10時～17時）

〒380-8546長野市南県町657信濃毎日新聞社事業部「いいやま菜の花寄席」係

■「５/６いいやま菜の花寄席」■郵便番号■住所・氏名■電話番号■希望枚数（お一人様５枚まで）
を普通ハガキにご記入のうえ、３月８日（金）（※消印有効）までに下記信濃毎日新聞社事業部へお申込
み下さい。定員を超えた場合は抽選とし、当選者には３月１５日（金）までにチケット料金の振込口座を
ご案内いたします。「チケット料金×お申込み枚数＋送付手数料５００円」の合計金額をお振込ください。

申込方法

申込先

注意事項

お問い合せ

林家 木久扇・木久蔵
親子会

いいやま菜の花寄席

山田姉妹 ソプラノデュオ

〜
ふ
る
さ
と
館
も
商
店
街
も
ひ
な
ま
つ
り
〜

春
近
し

山田姉妹

2627 生涯学習だより / 19.2

　飯山市美術館ではギャラリー展「佐久間雲窓展」を開催いたします。
　佐久間雲窓（1801～1884、本名・伴右衛門）は飯山藩士の家に生まれ、29 歳の頃に藩主本多公に伴い江
戸に出て、江戸詰めの公務のかたわら南画家の鏑木雲潭 (かぶらぎうんたん ) に花鳥画を本格的に学びました。
飯山に戻ってからも、藩士お役目の寸暇を惜しんで身の周りの風物を写生し絵の習得に努め、54 歳の頃には15
歳の児玉果亭（1841～1913）が門下生となり片道 24キロの道を雲窓の元に通ったと言われています。
　本展では、雲窓の屏風作品のみを堪能していただく準備をしております。どうぞお楽しみに！

▶ 

佐
久
間
雲
窓 

花
鳥
図
屏
風
（
部
分
）

チケット好評販売中



飯

山

◇
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会

　

飯
山
公
民
館
で
は
、
何
で
も
や

っ
て
み
よ
う
事
業
の
一
環
で
「
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
」
を
今
年
も

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

・
期
日　
３
月
17
日
㈰

・
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

・
場
所　

飯
山
市
公
民
館

・
定
員　

24
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

・
受
付
開
始　
２
月
27
日
㈬

午
前
９
時
〜

・
申
込
先　

飯
山
公
民
館

☎
62
３
３
４
２

　

詳
細
は
、
別
に
配
布
す
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

秋

津

◇
や
し
ょ
う
ま
講
習
会

　

１
月
19
日
㈯
秋
津
公
民
館
に

お
い
て
「
や
し
ょ
う
ま
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

や
し
ょ
う
ま
は
、
長
野
県
北
信

地
方
を
中
心
に
昔
か
ら
あ
り
、
釈

迦
が
入
滅
さ
れ
た
涅
槃
会
（
ね

　

外
様
公
民
館　
☎
62
１
０
２
９

常
盤
・
太
田

◇
常
盤
・
太
田
地
区
合
同 

囲
碁
・

将
棋
・
麻
雀
・
オ
セ
ロ
・
卓
球
大

会
の
開
催

　

冬
の
恒
例
行
事
、
囲
碁・将
棋・

麻
雀
・
オ
セ
ロ
・
卓
球
の
各
種

目
で
勝
ち
抜
い
て
勝
利
を
つ
か
も

う
！
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
初

心
者
が
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

今
回
は
太
田
地
区
公
民
館
と
の
共

催
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

・
日
時　
３
月
10
日
㈰　

午
前
９

時
〜
12
時
終
了
予
定
（
た
だ
し
囲

碁
、
麻
雀
は
16
時
ま
で
）

・
場
所　

常
盤
公
民
館
（
常
盤
地

区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

・
参
加
費
５
０
０
円

体
戦
）、
囲
碁
、
将
棋
、
オ
セ
ロ
、

麻
雀
（
い
ず
れ
も
個
人
戦
）
を
計

画
中
で
す
。
参
加
申
込
は
、
各
集

落
公
民
館
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

詳
細
が
決
ま
り
し
だ
い
、
チ
ラ
シ

等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

柳

原

◇
第
34
回
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
開
催
に
つ
い
て

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
食
材
を
求
め

て
柳
原
地
区
内
を
回
る
「
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」

を
開
催
し
ま
す
。
柳
原
地
区
の
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、
各
集
落
公
民
館

へ
お
願
い
し
ま
す
。

・
期
日　
３
月
３
日
㈰
９
時
30
分
〜

・
場
所　

柳
原
公
民
館

外

様

◇
ま
だ
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す

　
か
ま
く
ら
の
里

　

外
様
公
民
館
で
は
、
大
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ン
の
協
力
も
得
て
、

か
ま
く
ら
祭
り
イ
ベ
ン
ト
部
会
の

中
核
を
担
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
の
か
ま
く
ら

は
、
２
月
28
日
㈭
ま
で
地
元
の
か

ま
く
ら
応
援
隊
が
維
持
管
理
や

案
内
を
務
め
る
予
定
（
天
候
等
で

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
）
で
す
。

　

地
域
の
冬
の
風
物
詩
か
ま
く
ら

の
里
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
お
問
合
せ
先

　

今
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
に
よ
り
、
大
会
の
開
催
を
心

配
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、

前
日
か
ら
大
雪
の
中
、
き
れ
い
に

整
備
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
、
力
い
っ

ぱ
い
滑
る
選
手
に
、
保
護
者
や
役

員
ら
が
、
大
き
な
声
で
応
援
し
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
、
増
々
の
活
躍
を
期
待
し
ま

す
。

瑞

穂

◇
第
67
回
楽
し
い
集
い

　

恒
例
の
「
楽
し
い
集
い
」
を
３

月
10
日
㈰
に
開
催
す
る
予
定
で

す
。

　

内
容
は
ピ
ン
ポ
ン
（
一
般
の

部
・
子
ど
も
の
部
、
い
ず
れ
も
団

は
ん
え
）
の
２
月
15
日
に
仏
壇
に

供
え
る
米
粉
で
で
き
た
郷
土
食
で

す
。
語
源
は
釈
迦
に
最
後
の
御
供

と
し
て
ヤ
シ
ャ
タ
ラ
妃
が
捧
げ
た

と
こ
ろ
「
や
し
ょ
う
ま
い
」
と
言

わ
れ
た
等
の
俗
説
が
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
更
生
保
護
女
性
会
の

皆
さ
ん
が
講
師
と
な
り
27
人
の
参

加
の
な
か
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

木

島

◇
第
35
回
木
島
少
年

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

　

１
月
27
日
㈰
工
場
団
地
北
側

特
設
コ
ー
ス
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

木
島
小
学
校
と
飯
山
養
護
学

校
か
ら
の
、
出
場
選
手
96
名
に
よ

り
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

・
種
目　

囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
、

オ
セ
ロ
、
卓
球

・
そ
の
他　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

お
昼
に
は
参
加
者
全
員
に
カ
レ
ー

が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

・
申
込
先

　

常
盤
公
民
館　
☎
62
３
２
０
０

　

太
田
公
民
館　
☎
65
４
５
７
９

太

田

◇
太
田
地
区
団
体
総
会

太
田
地
区
団
体
総
会
、
人
権
学

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
日
時　
３
月
３
日
㈰

　

午
後
２
時　
人
権
学
習
会

　

午
後
３
時　
団
体
総
会

岡

山

◇
岡
山
公
民
館
・
囲
碁
・
将
棋
・

麻
雀
大
会
　
参
加
者
募
集

・
日
時　
３
月
３
日
㈰
午
前
８
時

45
分
〜　
対
局
開
始
９
時
か
ら

・
会
場　

上
境
多
目
的
集
会
セ
ン

タ
ー

・
参
加
料　
１
５
０
０
円
（
昼
食
・

ド
リ
ン
ク
付
き
）

・
申
込
み
締
切
日　
２
月
25
日
㈪

各
部
門
と
も
３
位
ま
で
賞
品
を
贈

呈
し
ま
す
。
地
区
の
皆
様
と
一
緒

に
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　

申
し
込
み
は
、
各
集
落
館
長
又

は
岡
山
公
民
館
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
各
戸
に
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
チ
ラ
シ
を
参
考
に

願
い
ま
す
）

　※「社会教育関係団体」とは？
　　社会教育関係団体として認定する団体は、概ね次に掲げる団体で、
市民が中心となり社会教育に関する事業・社会貢献活動を行うものです。

　◆青少年教育に関する団体 　◆成人教育に関する団体
　◆体育、スポーツまたはレクリエーションに関する団体
　◆芸能、文化、趣味に関する団体
　◆その他主として広く市民の参加を受け入れる団体

　

公
民
館
が
行
う
事
業
の
柱

の
一
つ
に
社
会
教
育
関
係
団

体
と
し
て
の
、
グ
ル
ー
プ
・

サ
ー
ク
ル
の
育
成
・
支
援
が

あ
り
ま
す
。
支
援
の
一
環
と

し
て
公
民
館
利
用
団
体
の
登

録
を
受
け
た
団
体
は
、
使
用

料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

公
民
館
利
用
団
体
の
登
録

は
、
社
会
教
育
関
係
団
体
※

と
し
て
認
め
ら
れ
る
団
体
で

す
。
歌
、
絵
画
、
ち
ぎ
り
絵
、

英
語
、
オ
カ
リ
ナ
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
な
ど
79
団
体
が
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

方
と
の
交
流
、
仲
間
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

通
年
で
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
い
か
が
で
す
か
。

・
問
合
先　
飯
山
市
公
民
館

☎
62
３
３
４
２

平
成
31
年
度  

市
公
民
館
利
用
団
体
の
申
請
受
付
開
始

審議会名称  募集人員 委員任期
 飯山市公民館運営審議会 １名

2019 年 4月 1日から２年間
（１回目の会議は５月を予定しております。） 飯山市美術館運営協議会 １名

 いいやま女性センター未来運営委員会 １名

 飯山市図書館協議会 １名 2019 年５月１日から２年間

【受付期間】２月18日（月）～３月8日（金） 　【報 酬 等】　 会議の出席に応じ、市が定める額
【応募資格】　
　①飯山市に住民登録している２０歳以上の方　②現に飯山市の他の審議会等の公募委員でない方　
　③飯山市の職員および議員でない方　④市税等を滞納していない方　⑤応募される館の事業に参加される等、関心のある方
【申込手続】
　応募申込書に、必要事項および応募される館の事業についてのご意見やご提案を必ず記入し、各館までお持ちいただくか、郵送また
はe-mailによる提出をお願いします。※申込書は上記各館および飯山市ホームページより入手できます。
【選考方法】　提出された『応募申込書』により、選考を行います。
【そ の 他】　各審議会等の会議は、年２回程度で平日２時間程度を予定しています。※不明は各館までお問い合せください。

審議会等の委員を募集します 広く市民の皆さんの意見を館の運営に反映さ
せるため、審議会等の委員を募集します。市
民の皆さんからの応募をお待ちしています。

MVPの伊東旺祐さん（左） 伊東真千さん（右）
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　飯山市公民館を利用してみませんか



趣　
味
・
実　
用

冥
界
か
ら
の
電
話

佐
藤 

愛
子

あ
ふ
れ
で
た
の
は
や
さ
し
さ
だ
っ
た

寮 

美
千
子

こ
の
先
を
ど
う
生
き
る
か

藤
原 

智
美

就
学
時
健
診
を
考
え
る

小

笠 

毅

生
命
科
学
の
未
来

本

庶 

佑

そ
の
症
状
っ
て
、
本
当
に
認
知
症
?

朝

田 

隆

隈
研
吾
と
い
う
身
体

大
津 

若
果

家
中
ス
ッ
キ
リ
片
づ
く
!
「
つ
っ
ぱ
り
棒
」
の
便
利
ワ
ザ

竹
内 
香
予
子

戦
時
下
の
日
本
犬

川
西 
玲
子

ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
の
教
科
書

松
橋 
崇
史

よ　
み　
も　
の

い
い
女
、
ふ
だ
ん
ブ
ッ
散
ら
か
し
て
お
り

阿
川 

佐
和
子

跳
ぶ
男

青
山 

文
平

指
揮
権
発
動

笹
本 

稜
平

テ
レ
ビ
探
偵

小
路 

幸
也

ピ
ー
ク

堂
場 

瞬
一

W
県
警
の
悲
劇

葉
真
中 

顕

つ
く
も
が
み
笑
い
ま
す

畠

中 

恵

Ｄ
Ｒ
Ｙ

原
田 

ひ
香

歌
舞
伎
町
ゲ
ノ
ム

誉
田 

哲
也

散
歩
す
る
ネ
コ

群 

よ
う
こ

大　
活　
字

吉
井
勇
全
歌
集　
上
・
下

吉

井 

勇

老
い
て
は
自
分
に
従
え

山
藤 

章
二

全
盲
の
僕
が
弁
護
士
に
な
っ
た
理
由(

ワ
ケ)

大
胡
田 

誠

花
の
さ
く
ら
通
り　
１
〜
４

荻

原 

浩

介
護
退
職　
１・２

楡 

周

平

マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
イ
ブ　
１
〜
３

東
野 

圭
吾

郷　
土

御
嶽
海 

前
へ

信
濃
毎
日
新
聞
社

川
中
島
古
戦
場

信
濃
戦
跡
保
存
会

広
い
世
界
と
つ
な
が
る
信
州

長
野
県
立
歴
史
館

信
州
の
人
脈　
上
・
下

信
濃
毎
日
新
聞
社

天
皇
皇
后
両
陛
下
と
信
州

信
濃
毎
日
新
聞
社

飯
山
線
の
旅　
№
47

長
野
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

お
ら
ほ
の
標
準
語
と
そ
の
周
辺　
Ⅴ

大
平  

孝
夫

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

 

　たけのこ汁やサバ煮だけじゃ勿
体ない！！
　ヘルシーでお手頃価格な話題の
「サバ缶」を美味しくアレンジして
みませんか！？
　食べれば痩せる効果が期待でき
るかも…

『
簡
単
!
お
い
し
い
!
サ
バ
缶
レ
シ
ピ
』

ナ
ガ
タ
ユ
イ　

著

◇ 図書館カレンダー ◇
3/1 金 移動図書館車④太田 ･富倉
2 土
3 日 10:30 ～おはなしひろば
4 月 休館日
5 火
6 水 移動図書館車③温井 ･秋津
7 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
8 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
9 土

10 日 10:30 ～ブックスタート
11 月 休館日
12 火
13 水 移動図書館車①北原 ･常盤
14 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
15 金 移動図書館車④太田 ･富倉
16 土
17 日 10:30 ～おはなしひろば
18 月 休館日
19 火
20 水 移動図書館車③温井 ･秋津
21 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
22 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
23 土
24 日 10:30 ～おはなしひろば
25 月 休館日
26 火
27 水 移動図書館車①北原 ･常盤
28 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
29 金 移動図書館車④太田 ･富倉
30 土
31 日 10:30 ～おはなしひろば

開館時間と休館日
【開館時間】火 ～ 金  9:30 ～ 18:00

土・日・祝    9:30 ～ 17:00
【休 館 日】 月曜（祝日の場合は 翌平日）
　　　　　　年末年始 ･蔵書整理期間等

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

◇ 図書館カレンダー ◇

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

河 出 書 房 新 社

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の
会

　

毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
30
分

〜
30
分
程
度
。
わ
ら
べ
う
た
で
楽

し
く
遊
ぶ
会
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
楽
し
め
ま
す
。

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

　

毎
週
日
曜
日
（
第
2
を
除
く
）

午
前
10
時
30
分
〜
30
分
程
度
。

絵
本
や
お
話
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
っ
た
、
就
学
前
の
幼
児
と
小
学

生
（
低
学
年
）
が
対
象
で
す
。

携帯電話版

市立飯山図書館QRコード
図書館カレンダー、図書館からのお知らせ、ご
利用状況、貸出・予約ランキングなどの確認と、
蔵書検索と資料の予約、新刊・新着資料検索、
パスワード変更などができます。　

スマートフォン版

フ
ァ
ー
ス
ト･
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク

｜
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
図
書
館
へ
｜

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
（
フ
ァ
ー
ス
ト
）

　

生
後
5
ヶ
月
児
に
赤
ち
ゃ
ん
と

ふ
れ
あ
う
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
絵
本
を
手
渡
し
て
い

ま
す
。

　

毎
月
第
2
日
曜
日
午
前
10
時

30
分
〜
30
分
程
度
。
4
ヶ
月
健
康

診
断
時
に
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
出
生
祝
い

　

飯
山
市
で
は
、
お
子
様
の
誕
生

の
お
祝
い
と
し
て
、
10
ヶ
月
健
康

診
断
時
に
候
補
本
の
中
か
ら
保
護

者
が
選
ん
だ
本
を
増
呈
し
ま
す
。

　

昨
年
３
月
か
ら
開
始
し
て
既
に

１
０
８
人
の
お
子
さ
ん
に
お
贈
り

し
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
の
某
日
、
朝
日
新

聞
の
広
告
欄
で
「
東
洋
史
学
の
泰

斗
、
初
の
本
格
的
評
伝
！
」
と
冠

さ
れ
「『
史
記
』
や
『
論
語
』『
水

滸
伝
』
に
関
す
る
研
究
で
知
ら
れ

る
日
本
を
代
表
す
る
東
洋
史
学

者
、
宮
崎
市
定
。
司
馬
遼
太
郎
ら

の
著
作
に
も
影
響
を
与
え
、
江
湖

の
読
書
人
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
ぬ

そ
の
魅
力
を
、
余
す
と
こ
ろ
な
く

詳
述
す
る
。」
と
要
約
さ
れ
た
国

書
刊
行
会
か
ら
の
標
記
の
書
発
刊

の
紹
介
文
を
発
見
し
、
瞠
目
と
と

も
に
思
わ
ず
感
嘆
の
声
を
上
げ
た

次
第
で
す
。
早
速
、
購
入
を
し
胸

を
躍
ら
せ
味
わ
い
な
が
ら
昨
年
中

に
読
了
し
、
現
在
も
再
読
中
で
あ

り
ま
す
。

　

宮
崎
先
生
は
、
静
間
生
ま
れ
で

飯
山
中
学
を
卒
業
さ
れ
た
我
が
郷

土
が
生
ん
だ
最
高
峰
の
全
国
に
誇

る
東
洋
史
、
中
国
史
の
大
学
者
で

あ
り
、
長
く
敬
愛
し
て
き
た
だ
け

に
私
に
と
っ
て
も
感
動
事
で
あ
り

著
者
の
若
き
俊
英
な
る
早
稲
田
大

学
井
上
文
則
教
授
の
探
求
心
と

情
熱
に
感
謝
の
大
喝
采
で
す
。

　

宮
崎
先
生
は
、
平
成
元
年
に
国

の
文
化
功
労
者
に
、
同
３
年
に
は

小
山
市
長
時
代
に
飯
山
市
名
誉

市
民
に
選
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
先

生
の
略
歴
と
研
究
そ
の
魅
力
は
本

書
に
譲
る
こ
と
と
し
て
こ
の
機
会

に
飯
山
市
の
主
要
な
施
設
に
備
え

て
い
た
だ
き
市
の
理
事
者
や
職
員

の
方
は
無
論
の
こ
と
、
市
民
や
関

係
者
の
大
勢
の
皆
さ
ん
に
市
立
飯

山
図
書
館
で
借
り
る
も
良
し
、
購

入
す
る
も
結
構
で
是
非
と
も
見
事

な
評
伝
の
実
物
を
手
に
し
話
題
に

し
て
い
た
だ
き
多
く
の
著
名
人
が

未
だ
称
賛
し
て
や
ま
ぬ
独
創
的
な

魅
力
溢
れ
る
宮
崎
史
学
と
宮
崎

市
定
先
生
の
人
と
な
り
に
つ
い
て

改
め
て
大
い
に
学
ば
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
致
し
ま
す
。

私
の
お
す
す
め
本
を
紹
介
し
ま
す

『
天
を
相
手
に
す
る
評
伝
宮
崎
市
定
』
発
刊
を
慶
ぶ

元
市
立
飯
山
図
書
館
長　
高
井
地
方
史
研
究
会
常
任
委
員

瑞
穂
地
区　
神
戸　
金
井　
晃
さ
ん

『
天
を
相
手
に
す
る

　
　
　

評
伝
宮
崎
市
定
』

井
上
文
則　
著

国
書
刊
行
会

　

飯
水
支
部
へ
の
応
募
総
数

１
０
９
点
の
中
か
ら
支
部
全
体
審

査
会
を
経
て
28
点
を
県
コ
ン
ク
ー

ル
審
査
へ
応
募
し
、
過
日
県
か
ら

コ
ン
ク
ー
ル
結
果
と
賞
状
の
送
付

が
あ
り
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

金
賞　

渡
邉 

弥
子 　

秋
津
小
４

　
　
　

松
澤 

莉
子 　

秋
津
小
４

銀
賞　
小
野
澤 

優
桜 

木
島
小
４

銅
賞　
山
﨑 

嵩
優 　

秋
津
小
２

　
　
　
小
林 

沙
椰 　

秋
津
小
２

　
　
　

丸
山 

侑
浬 　

秋
津
小
２

　
　
　

髙
井 

た
ま
き 

東　
小
３

　

支
部
へ
の
応
募
作
品
の
う
ち
、

県
審
査
へ
出
品
し
た
作
品
を
「
飯

水
支
部
優
秀
作
品
」
と
し
た
作
品

集
を
作
成
し
、
各
学
校
へ
配
布
し

ま
し
た
。

長
野
県
図
書
館
協
会

　
小
中
学
校
図
書
館
部
会
主
催

「
第
41
回
長
野
県
読
書
感
想
文

　 

コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
者
決
定

　

脳
の
活
性
化
に
は
「
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
手
や
指
先

の
運
動
」、
そ
し
て
声
を
出
し
て

文
字
を
読
む
「
音
読
」
が
、
効
果

的
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

集
落
サ
ロ
ン
で
は
、
脳
の
全
身

運
動
と
言
わ
れ
る「
音
読
の
効
果
」

に
つ
い
て
お
話
を
し
た
あ
と
、
シ

ル
バ
ー
川
柳
や
例
題
の
文
章
を
音

読
。
ま
た
、
手
遊
び
や
紙
芝
居
も

み
ん
な
で
声
を
出
し
た
り
、
笑
っ

た
り
と
、ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

図
書
館
は
、
集
落
サ
ロ
ン
等
に

司
書
を
派
遣
し
、
本
の
紹
介
や

色
々
な
メ
ニ
ュ
ー
で
脳
を
若
々
し

く
保
つ
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
２
集
落
に
伺
い
、

他
に
も
数
件
の
申
し
込
み
が
あ
り

ま
す
。
ご
希
望
の
集
落
は
、
図
書

館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
集
落
サ
ロ
ン
」
で
脳
の
活
性
化

図
書
館
司
書
が
お
手
伝
い

外様地区　顔戸

木島地区　安田

保健センターで
保護者の方が選
んだ本をお贈り
します。
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　　　飯山市社協では毎月1回、食生活の改善と健康推進や見守りを目的とした配食サービスを行っています。
　　　調理とうど衆が調理した手作りのお弁当を、配達とうど衆が利用者のお宅へ一軒一軒配達しています。
　　　ほのぼの弁当利用者の方を対象に、【ふれあいコール】サービスも行っています。
 
　　　　　★　毎月1回（第2木曜日）昼食用のお弁当をお届けします
　　　　　★　対象者：高齢者世帯及び心身障害者世帯の希望者
　　　　　★　利用料：お弁当300円・おかずのみ200円
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いいやま

携帯電話でアクセス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
開
講
！

総合相談
3月20日（水）
　9：00 ～ 15：00
弁護士による
　　　無料法律相談
11：00 ～ 15：00

ふれあい相談
毎週水曜日
9：00 ～ 12：00

要予約

予約不要

行政、女性、人権、家庭、
法律相談など無料でご相談
いただけます。

飯山市福祉センター ( 本町 ) へ
お越しください

とうどの心届けます

ほのぼの弁当

月1回、皆さんに
お会いできるのを
とうど衆も楽しみ
にしています！

約15名の配達
とうど衆が、一
軒一軒お弁当を
届けています！

10～12名の調
理とうど衆が約
80食のお弁当を
作っています！

【
場
所
】

　

飯
山
市
飯
山
１
２
１
１
番
地
１

　

飯
山
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

67
０
２
６
９

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

62
２
９
０
４

【
相
談
受
付
】

　

月
〜
金
（
休
日
を
除
く
）

　

9
時
30
分
〜
17
時

【
対
象
地
域
】

　

飯
山
市
・
木
島
平
村

　
山
ノ
内
町
・
野
沢
温
泉
村

　

栄
村

　

ま
い
さ
ぽ
飯
山
で
は
、
生
活
や

就
労
な
ど
で
お
困
り
の
方
を
対
象

に
総
合
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

経
済
的
な
問
題
で
生
活
に
困
っ

て
い
る
人
、
失
業
し
て
い
る
人
、

引
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
で
悩
ん
で

い
る
人
、
病
気
が
あ
り
仕
事
や
生

活
が
不
安
な
人
、
働
い
た
経
験
が

な
い
人
な
ど
、
生
活
や
仕
事
の
悩

み
を
抱
え
て
い
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
ご
相
談
で
き
ま
す
（
生
活
保

護
受
給
者
は
除
き
ま
す
）。
相
談

員
が
悩
み
を
お
聞

き
し
、
課
題
を
整

理
、
問
題
解
決

に
向
け
て
の
プ
ラ

ン
を
作
成
し
、
ひ

と
つ
ず
つ
問
題
を

解
決
し
て
い
き
ま

す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
医
療
機
関
、

司
法
書
士
事
務

所
等
に
お
繋
ぎ

す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま

ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
、
秘

密
は
守
り
ま
す
。

長
野
県
・
飯
山
市
生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
い
さ
ぽ
飯
山
の
ご
案
内

ご協力ありがとうございました！

赤い羽根共同募金

　

10
月
1
日
か
ら「
赤

い
羽
根
共
同
募
金
運

動
」
が
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
勢
の

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
あ

た
た
か
い
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
、
総
額

７
５
３
万
５
４
１
１

円
の
募
金
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

市
民
・
商
店
・

企
業
・
学
校
な
ど

多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
多
大
な
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、ま
た
、

ふれあいコール
～安否確認 ・お話し相手として、 ご利用ください～

 コールボランティアさんが、安否確認を兼ねて、趣味のお話、心和むお話を提供します。
お話内容によっては、飯山市社会福祉協議会を通して、関係機関と連携し、対応します。
毎月１回（第３週～第４週目）
対象者：配食サービスをご利用の方で「ふれあいコール」を希望する方

～安否確認 ・お話し相手として、 ご利用ください～

お申込み・お問合は飯山市社協　☎62-2840までお願いします。

　

1
月
26
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
を
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
講
し

ま
し
た
。

　

講
師
に
は
長
野
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
か
が
や
き

理
事
長
の
新
井
厚
美
氏
を
お
招

き
し
、
地
域
づ
く
り
で
必
要
と
さ

れ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
社
会
の

変
化
に
対
応
で
き
る
力
を
私
た
ち

自
身
が
身
に
着
け
て
い
く
必
要
の

あ
る
こ
と
を
、「
地
域
」
で
活
躍

し
て
い
る
団
体
等
の
事
例
を
交
え

な
が
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
今
ま

で
と
違
う
価
値
観
や
手
法
か
ら
沢

山
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
変
化
」
を
認
識
す
る
こ
と
、

自
分
が
変
化
す
る
こ
と
を
楽
し
む

こ
と
、
自
分
が
や
る
と
い
う
覚
悟

を
持
つ
こ
と
、
自
分
な
ら
で
き
る

と
い
う
意
思
を
持
つ
こ
と
、
有
益

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
こ

と
の
5
つ
が
長
い
人
生
を
自
分
ら

し
く
生
き
る
た
め
に
必
要
だ
と
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
来
年
以
降
も
引
き
続
き
積
極

的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
募
金
は
平

成
31
年
度
の
事
業
に
配
分
さ
れ
、

地
域
を
よ
く
す
る
活
動
と
し
て
、

子
ど
も
食
堂
や
認
知
症
に
対
す

る
理
解
と
協
力
促
進
事
業
へ
の
助

成
、
地
域
の
中
で
孤
立
し
が
ち
な

方
の
交
流
の
場
づ
く
り
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
に
使
わ
れ
ま

す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は

今
月
発
行
の「
赤
い
羽
根
だ
よ
り
」

で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
し
ま
す
。　

た
、
参
加
団
体
か
ら
も
売
上
げ
金

の
一
部
を
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
飯
山
地
区
仏
教
各

宗
和
合
会
、
飯
山
赤
十
字
病
院
、

飯
水
理
容
組
合
の
各
団
体
か
ら

も
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
募
金
方
法
を
見
直

す
中
で
「
地
域
を
よ
く
す
る
寄
付

つ
き
商
品
」
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

例
年
協
力
い
た
だ
い
て
い
た
「
焼

き
カ
レ
ー
の
店
ペ
ン
テ
ィ
ク
ト
ン
」

に
加
え
、
本
町
商
店
街
協
同
組
合

に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
寄
付
つ

き
商
品
の
取
組
み
に
新
た
な
広
が

り
が
見
え
ま
し
た
。
こ
の
取
組
み

区
長
、
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
に
は

一
軒
一
軒
訪
問
し
募
金
活
動
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

街
頭
募
金
は
、
市
内
児
童
館

等
の
子
ど
も
た
ち
に
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
呼
び
か
け
を
行

い
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
11
月
3
日
に
開

催
し
た
社
協
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

で
は
、
飯
山
地
区
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
街

頭
募
金
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま



知
施  設  名  等 ご　　芳　　名 内　　容　　等

常岩の里
ながみね

上松 潤 様 飾り花サークル
ボランティア

鈴木 千恵子 様 ピアノ演奏
鈴木 香音 様 ピアノ演奏
前沢 政宏 様 ハーモニカ演奏

飯山学園

シニア大学 様 子どもたちとの交流
信州プロレス 様 子どもたちとの交流
少年警察
ボランティア 様 餅つき

デイサービス
瑞穂

おたまじゃくしの会 様 オカリナ演奏
湯の入仲良しクラブ 様 日本舞踊

北部子育て
支援センター

杉村 悦子 様

餅つき・手伝い手塚 三四四 様
小林 正子 様
青木 恭子 様

瑞穂
児童クラブ 吉原 光恵 様 本の読み聞かせ

3435社協だより/19.2

平成30年 12月 21日～平成31年 1月 20日分 知知知知知

お知らせと募集
このページに関するお問い合せ・お申し込みは飯山市社会福祉協議会☎62-2840まで

ご寄附・ご訪問
いつもありがとうございます

ご　寄　附
ご　　芳　　名 物　品・金　額 備　　　考
相澤 はま江 様 くず入 ご寄附 善意銀行

藤沢 秀 様 １円玉（1,303 円）
ご寄附

湯の入荘
飯山市老人クラブ
連合会 様 高座椅子 ご寄附

島田商店 様 マッサージチェア
ご寄附

福島老人クラブ 様 ハガキ、切手 ご寄附
大塚 武志 様 わら細工、花木 ご寄附

ご　訪　問
施　設　名　等 ご　　芳　　名 内　　容　　等

湯の入荘

小池 仁子 様 パッチワーク 展示
ナルク飯山 様 フリーマーケット

鷲森 則子 様 ちぎり絵
干支の置物 展示

桒原 米子 様 干支の置物 展示

・
ま
た
一つ
年
を
重
ね
て
老
い
て
い
き

・
あ
た
ら
し
い
年
を
迎
え
て
長
く
生
き

・
と
お
く
す
む
孫
か
ら
と
ど
い
た
年
賀
状

・
お
め
で
と
う
こ
と
ば
は
お
わ
り
て
月
か
わ
る

飯
山　
　

石
沢　
タ
ツ
エ

・
カ
レ
ン
ダ
ー
日
々
好
日
に
し
て
生
き
て
行
く

・
老
春
と
言
う
大
切
な
神
の
鈴

・
遠
く
と
も
思
っ
て
く
れ
る
娘
や
孫
が
居
る

・
今
日
も
無
事
過
ぎ
て

感
謝
・
感
謝
の
二
字
に
す
る

・
人
並
と
言
う
安
ら
か
に
さ
さ
え
ら
れ

あ
る
が
ま
ま
生
き
る
証
の
道
を
行
く

常
盤　
　
小
野　
し
ま

・
信
濃
路
に
春
の
温
も
り
心
地
よ
さ

・
そ
よ
風
に
こ
ぼ
れ
陽
背
に
し
つ
が
い
鳥

常
盤　
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
惠
み
」

　 
せら知おのらか荘入の湯

４０周年記念 「カラオケ大会」

特定非営利活動法人
全国コミュニティライフ
　　　　サポートセンター
理事長　池田 昌弘 氏

３月24日（日）13：30～15：30
飯山市公民館　講堂

 見守りとうど衆
     研修会のお知らせ

「日常の支え合いから地域づくりへ」

日 時

演 題
講 師

場 所

プロフィール
　社会福祉法人全国社会福祉協議会、社会福祉法人栃木県社会福祉
協議会、社会福祉法人東北福祉会「せんだんの杜」副社長（特別養
護老人ホームなどの施設長を併任）を経て、2005年 7月から現職。

☆★☆シニア・ブラッシュアップ教室☆★☆
『パソコン教室』　講師：高澤 勇一 先生
初心者コースなので同じことを何度聞いても大丈夫！

日 時：3月 2日（土）、16日（土）10：00～ 11:00
　　　　※当日参加OK　どちらの回からでも参加できます
参 加 費：無料 (別途入館協力費 300円をお願いします )
持 ち 物：パソコン
お問合せ：湯の入荘　☎ 65-3312 土曜日は

一般開放日！

年齢は問いません♪

デイサービス
ゆきつばき

常盤地区
更生保護女性会 様 布切り

豊原 昭恵 様 布切り、ゴミ袋作り
中央幼稚園 様 ダンス・歌
プーさんと
リトルミィー 様 オカリナ演奏

あけぼの会 様 古新聞でゴミ袋作り
デイサービス外様 いずみだい保育園 様 リズム 他

デイサービス瑞穂

みすじ会 様 三味線演奏
佐藤 澄夫・恭子 様 ハーモニカ演奏
中央幼稚園 様 踊り、歌、交流
湯の入荘仲良しクラブ 様 日本舞踊

※社協だより 1 月号「ご寄附・ご訪問」欄において、訪
問施設名の一部を常岩の里ながみねと誤って標記してお
りました。正しくは下記のとおりになります。お詫びし
て訂正いたします。

今
月
の

歌

皆
さ
ま
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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「
今
月
の
歌
」
係 

宛

　平成３1年１月１２日（土）
　飯山市老人クラブ連合会より毎年お取り組みいただいてい
る「１円玉募金」で、本年は、利用する方が増えている高座
椅子を湯の入荘へご寄付いただきました。
　ありがとうございます。大切に使わせていただきます。

　第１回を平成 30年 6月 29日、第２回を 10月 17日に開催し、
多くの方に参加いただき、歌声のあふれる楽しい時間となりました。
　第 3回は、2月 23日（土）9：30～開催します。応援・ご観覧
での来館も大歓迎です。

このページに関するお問い合せ・お申し込みは飯山市社会福祉協議会☎62-2840まで

日 曜 地　　区
1 金 戸狩 8：50

2 土 堀之内 9：00、五束・柳沢 9：05
小境 9：10

5 火 小沼 8：50、戸隠 9：00、柳新田 9：05

6 水 西大滝 8：45、藤沢 8：55、桑名川
今井 9：10

7 木
北原 8：45
柏尾・小菅・針田・関沢 9：00
戸那子 9：05
中組・富田・福島 9：10、神戸

8 金 荒舟 8：45、新田・深沢・上組 8：55
北組 9：00、中町 9：05、北畑 9：10

9 土
顔戸 8：40
中曽根・中条・法寺 8：50、尾崎
上野 9：00、大倉崎 9：05

12 火 中谷 8：45、大川 9：00、市ノ口 9：10
神明町・愛宕町・田町・北町

13 水 大久保 8：50

14 木 曙町 8：50、奈良沢 8：55
上倉 9：00、肴町・福寿町

15 金 下木島 8：50、坂井 8：55
天神堂 9：00

16 土 栄町 9：00、新町 9：05
上町・鉄砲町 9：10、本町

19 火 上水沢 8：50、大池・下水沢・大塚

20 水
四ツ屋 8：45、
山口・藤ノ木・小佐原 8：55、南条、
上新田・笹川 9：00

22 金 山岸 8：45、其綿 8：50
吉・安田・上新田 9：00、野坂田 9：10

23 土
上境 8：40、羽広山 8：55
温井・三郷 9：00、曽根・蕨野 9：10
瀬木・五荷・北条 9：15 、大深

26 火
北原 8：45
柏尾・小菅・針田・関沢 9：00
戸那子 9：05
中組・富田・福島 9：10、神戸

27 水 荒舟 8：45、新田・深沢・上組 8：55
北組 9：00、中町 9：05、北畑 9：10

28 木 小沼 8：50、戸隠 9：00、柳新田 9：05

29 金 中谷 8：45、大川 9：00、市ノ口 9：10
神明町・愛宕町・田町・北町

30 土 西大滝 8：45、藤沢 8：55、桑名川
今井 9：10

湯の入荘バス

3 月送迎計画
お問い合せ：湯の入荘　☎ 65-3312　住み慣れた場所で誰もが安心して生活が送られるよう

住民同士が支え合う地域づくりを目指して、見守りとう
ど衆の活動を推進するための研修会を開催します。どな
たでもご参加いただけますので、地域でのつながりづ
くりについて、この機会に学んでみませんか。

参加費 無料
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  12月定例会　　　　　　　　　　　　　 一 般 質 問

問　
多
発
す
る
自
然
災
害
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
先
備
え
の
策
は
。

答　

普
段
か
ら
の
備
え
が
大
切
。

毎
年
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
が
各
区
で
も
訓
練
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
支
援
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
自
助
が
ま
ず
大
事
。
自
分
を

守
る
に
は
、
何
を
す
べ
き
か
普
段

か
ら
考
え
て
お
く
こ
と
を
周
知
し

て
ま
い
り
た
い
。

問　
防
災
教
育
の
実
施
状
況
は
。

答　
防
災
教
育
は
、
消
防
本
部
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
り
行
い
、

避
難
行
動
も
教
員
も
参
加
し
て
効

果
的
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
実
施

し
て
い
る
。

問　
市
内
の
危
険
個
所
の
点
検
整

備
状
況
は
。

答　
水
害
、
土
砂
災
害
に
つ
い
て

県
、
国
と
連
携
し
さ
ら
に
進
め
る
。

問　
こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

大
阪
万
博
、北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
１
０
０
年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
。

飯
山
へ
の
効
果
的
な
誘
客
策
は
。

答　
本
物
の
自
然
な
ど
魅
力
が
あ

る
飯
山
を
拠
点
と
し
て
、
周
辺
の

観
光
と
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
誘
客

に
取
り
組
む
。

問　
駅
前
ホ
テ
ル
誘
致
の
現
状
は
。

答　
早
期
誘
致
に
全
力
を
尽
く
す
。

防
災
減
災
・

信
越
自
然
郷
飯
山

に
つ
い
て

西澤一彦議員

問　
選
挙
前
に
市
内
を
回
っ
て
ど

う
感
じ
た
か
。

答　
自
然
が
豊
か
で
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
る
。
ひ
と
り
暮
ら
し

世
帯
が
増
え
て
い
る
が
、
移
住
者

の
定
着
が
心
強
い
。
集
落
機
能
の

維
持
や
空
家
・
廃
屋
対
策
が
課
題
。

安
心
・
安
全
の
確
保
が
一
番
重
要
。

問　
五
つ
の
重
点
政
策
に
つ
い
て
。

答　
し
っ
か
り
取
り
組
む
。

◆
カ
ラ
ス
の
駆
除
に
つ
い
て

問　
カ
ラ
ス
の
駆
除
対
策
を
。

答　
有
効
的
な
手
段
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

◆
民
泊
新
法
に
つ
い
て

問　
民
泊
業
の
届
出
状
況
は
。
今

後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　
届
出
は
現
在
ま
で
無
い
。
今

後
、
空
家
の
有
効
活
用
に
期
待
。

◆
宿
泊
施
設
活
用
促
進
条
例
に
つ

い
て

問　
条
例
の
内
容
説
明
を
。

答　
宿
泊
施
設
を
取
得
し
継
続
し

て
営
業
す
れ
ば
税
の
優
遇
を
受
け

ら
れ
る
。

問　
申
し
込
み
状
況
は
ど
う
か
。

答　
問
い
合
わ
せ
が
数
件
あ
る
。

問　
売
主
の
市
税
や
上
下
水
道
料

金
完
納
を
条
件
に
で
き
な
い
か
。

答　
買
主
の
完
納
が
条
件
で
あ
り

こ
の
条
例
で
は
で
き
な
い
。

足
立
市
政に

つ
い
て

上松永林議員

問　

温
井
線
の
デ
マ
ン
ド
化
の
内

容
は
。
及
び
野
沢
線
の
乗
車
状
況
、

市
民
か
ら
近
く
ま
で
送
迎
の
あ
る

デ
マ
ン
ド
化
は
出
来
な
い
か
と
の
声

が
あ
る
。
見
解
は
。

答　

朝
夕
は
路
線
バ
ス
に
て
児
童

生
徒
の
通
学
便
に
、
日
中
は
デ
マ
ン

ド
化
し
て
、
細
や
か
な
生
活
道
路

ま
で
運
行
。
５
月
改
正
に
向
け
て
１

〜
３
月
に
説
明
会
を
実
施
し
、
10

月
か
ら
デ
マ
ン
ド
化
の
予
定
。
野
沢

線
は
、
27
年
３
月
に
野
沢
ラ
イ
ナ
ー

運
行
。乗
車
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、

数
値
は
把
握
し
て
い
な
い
。
自
治
体

間
を
ま
た
ぐ
重
要
な
路
線
な
の
で

現
状
を
維
持
。

◆
除
雪
に
つ
い
て

問　
雪
の
多
い
地
区
に
お
い
て
、
帰

宅
時
お
よ
び
休
日
の
朝
除
雪
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
対
応
は
。

答　
帰
宅
時
間
が
遅
い
場
合
を
考

慮
し
き
め
細
か
い
除
雪
を
心
が
け

た
い
。
休
日
の
朝
に
つ
い
て
も
通
勤
、

通
学
者
が
困
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

問　
湯
の
入
荘
総
会
に
お
い
て
、
登

る
道
路
が
急
坂
で
危
険
で
あ
り
無

散
水
除
雪
に
出
来
な
い
か
と
の
声

が
あ
っ
た
が
。

答　
現
在
行
っ
て
い
る
機
械
除
雪

の
更
な
る
充
実
を
図
り
、
維
持
管

理
に
万
全
を
期
し
た
い
。

地
域
交
通に

つ
い
て

渡辺美智子議員

問　
９
月
議
会
に
お
い
て
、
下
條

村
の
例
と
し
て
、
民
間
企
業
で
職

員
を
研
修
す
る
こ
と
で
意
識
改
革

に
成
功
し
て
い
る
が
当
市
で
も
実

施
す
べ
き
で
は
と
の
質
問
に
「
私

も
大
事
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る

の
で
再
選
さ
れ
た
暁
に
は
前
向
き

に
検
討
す
る
」
と
の
こ
と
だ
が
。

答　
民
間
企
業
で
研
修
す
る
こ
と

は
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

研
修
内
容
を
含
め
て
ま
ず
受
け
入

れ
て
く
れ
る
企
業
が
あ
る
か
新
年

度
に
な
っ
て
検
討
す
る
。

◆
行
政
の
ス
リ
ム
化
に
よ
る
公
共

料
金
の
値
下
げ
を

問　
当
市
は
、
県
下
19
市
の
中
で

も
所
得
が
一
番
低
く
、
一
方
で
水
道

料
金
、
介
護
保
険
料
な
ど
公
共
料

金
が
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
が
、
行
政

の
ス
リ
ム
化
に
よ
り
値
下
げ
で
き

な
い
の
か
。

答　
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
今
ま

で
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。
保
育

料
に
つ
い
て
は
他
の
市
町
村
と
比

べ
て
低
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
企
業
会

計
も
あ
る
の
で
公
共
料
金
を
下
げ

る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
行

革
の
中
で
し
っ
か
り
と
考
え
て
い

く
。

民
間
企
業
へ
の
研

修
派
遣
に
つ
い
て

市川久芳議員

問　
若
者
住
宅
入
居
者
へ
の
今
後

の
対
応
と
建
設
場
所
の
選
定
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

答　
入
居
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

実
施
し
た
い
。
建
設
場
所
は
、
利

便
性
が
良
く
若
者
が
魅
力
を
感
じ

る
場
所
を
選
定
し
て
い
く
。

問　
子
育
て
情
報
発
信
強
化
と
は
。

答　
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
配

信
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

問　
新
た
な
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

答　
デ
ジ
タ
ル
化
と
し
、
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
の
設
置
や
メ
ー
ル
に
よ

る
配
信
も
検
討
し
て
い
る
。

問　
飯
山
赤
十
字
病
院
の
医
師
不

足
の
現
状
は
。

答　
救
急
科
が
新
設
さ
れ
一
定
の
救

急
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問　
県
認
定
の
信
州
や
ま
保
育
の

活
用
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答　
移
住
定
住
対
策
に
繋
が
る
よ

う
認
定
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
高
齢
者
へ
電
動
カ
ー
購
入
補

助
や
貸
出
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
進
め
方
は
。

答　
専
門
支
援
員
の
導
入
を
検
討

し
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
は
、
今
後

現
状
を
把
握
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

若
者
定
住
・
新
防

災
無
線
・
医
療
福

祉
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

吉越利明議員

問　
三
期
目
の
市
政
運
営
に
つ
い

て
五
つ
の
重
点
政
策
を
示
さ
れ
た

が
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
「
事
業

戦
略
室
」
と
「
公
民
連
携
室
」
を

設
置
す
る
計
画
で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
構
想
な
の
か
。

答　
地
域
の
資
源
を
活
用
し
10
年

20
年
後
の
飯
山
市
が
、
世
界
の
中

で
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
の
事
業

と
対
策
を
立
て
て
行
く
の
が
「
事

業
戦
略
室
」
で
、
そ
の
事
業
に
つ

い
て
、
将
来
、
公
と
民
が
連
携
し

事
業
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
、
そ
の
手
法
を
研
究
し
て
い
く

の
が
「
公
民
連
携
室
」
だ
。

問　
現
状
の
庁
内
組
織
と
の
連
携

と
、
職
員
意
識
の
改
革
が
な
け
れ

ば
、
新
し
い
組
織
が
目
的
に
向
け

て
機
能
す
る
か
心
配
で
あ
る
が
。

答　
重
要
な
指
摘
な
の
で
今
後
対

応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問  

今
ま
で
の
行
政
に
は
な
か
っ

た
考
え
方
が
必
要
な
の
で
、
外
部

人
材
の
登
用
も
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　
現
状
の
組
織
と
の
連
携
を
考

え
検
討
し
て
い
き
た
い
。

重
点
政
策
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

山﨑一郎議員

問　
飯
山
市
で
も
栄
村
が
導
入
し

て
い
る
「
鳥
獣
被
害
パ
ト
ロ
ー
ル
員

制
度
」
を
検
討
し
て
み
た
ら
ど
う

か
。

答　

栄
村
で
は
主
に
サ
ル
の
追
い

払
い
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る

が
、
飯
山
市
の
有
害
鳥
獣
は
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
や
イ
ノ
シ
シ
の
た
め
、
取

り
入
れ
る
と
し
た
ら
夜
間
や
山
間

部
の
パ
ト
ロ
ー
ル
と
な
り
大
変
危

険
で
あ
る
。
猟
友
会
の
み
な
さ
ん

も
関
心
を
持
っ
て
お
り
研
究
を
は

じ
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

東
京
と
埼
玉
の
知
人
か
ら
、

飯
山
市
の
観
光
と
ふ
る
さ
と
納
税

の
こ
と
が
新
聞
で
Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
と
聞

い
た
。
新
聞
等
紙
媒
体
広
告
に
係

る
、
平
成
28
年
度
以
降
の
各
年
度

ご
と
の
広
告
宣
伝
費
は
、
そ
れ
ぞ

れ
い
く
ら
か
。

答　

平
成
28
年
度
以
降
の
年
度

ご
と
の
広
告
宣
伝
費
だ
が
、
28

年
度
１
１
８
万
８
千
円
、
29
年
度

６
０
４
万
８
千
円
、
30
年
度
は
ま

だ
途
中
だ
が
５
８
３
万
２
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
パ
ト

ロ
ー
ル
員
制
度
を

設
け
て
は
ど
う
か

飯田健一議員

  　12月20日～22日の３日間にわたり、12名の議員から市政
　に対する一般質問が行われました。
　　質問の一部を抜粋しての掲載となりますが、内容につきまし
　ては各議員において編集しております。
　　掲載の順番は質問順です。

一般質問
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一般質問
問　
初
の
同
時
選
挙
の
総
括
は
。

答　
投
票
率
の
年
代
別
で
は
18
歳

61
・
11
㌫
、
19
歳
29
・
21
㌫
、
20

代
41
・
14
㌫
と
極
め
て
低
い
結
果

と
な
っ
た
。
課
題
の
一つ
と
考
え
て

い
る
。

問　
開
票
体
制
な
ど
は
ど
う
か
。

答　
結
果
的
に
は
市
議
選
は
単
独

選
挙
よ
り
確
定
作
業
が
遅
れ
た
。

経
費
は
前
回
と
比
し
８
９
０
万
円

の
削
減
と
な
っ
た
。
当
初
の
目
的

が
達
成
で
き
た
と
評
価
し
て
い
る
。

◆
総
合
窓
口
相
談
に
つ
い
て

問　
一
元
的
「
総
合
窓
口
相
談
員
」

新
設
に
期
待
と
「
切
れ
目
の
な
い

対
応
」
を
。

答　
困
り
ご
と
は
多
岐
に
わ
た
る
。

相
談
し
や
す
い
窓
口
体
制
を
つ
く

る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
、
継

続
的
な
対
応
の
で
き
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

◆
文
化
財
維
持
と
ふ
る
さ
と
納
税

問　
文
化
財
指
定
物
の
修
繕
へ
の

資
金
対
応
は
。

答　
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
を
使
い
、

「
小
菅
護
摩
堂
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
し
て
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
資
金
募
集
を
始
め
た
。
併

せ
て
全
国
へ
向
け
て
の
Ｐ
Ｒ
相
乗

効
果
に
期
待
し
て
い
る
。

同
時
選
挙に

つ
い
て

高山恒夫議員

問　
市
か
ら
示
さ
れ
た
ホ
テ
ル
の

建
設
で
は
、「
寺
町
い
い
や
ま
」
の

イ
メ
ー
ジ
と
あ
り
、
色
々
な
体
験

講
座
が
出
来
れ
ば
と
の
提
案
が
あ

る
が
ど
の
よ
う
な
計
画
な
の
か
。

答　
写
経
・
写
仏
体
験
は
現
在
営

業
し
て
い
る
ホ
テ
ル
で
も
現
在
行

わ
れ
て
い
る
。
飯
山
仏
壇
の
中
の

彫
金
、
蒔
絵
の
体
験
も
事
業
者
と

の
話
し
合
い
の
中
で
協
議
を
行
っ
て

行
き
た
い
。
事
業
者
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
寺
町
観
光
が
目
的
で
あ
る
。

◆
城
南
中
学
校
へ
の
通
学
方
法

に
つ
い
て

問　
城
南
中
学
校
の
冬
期
間
の
通

学
に
つ
い
て
基
準
等
が
あ
り
、
教

育
委
員
会
で
は
委
員
会
主
導
で
実

態
調
査
を
行
い
、
通
学
方
法
の
見

直
し
も
検
討
し
て
行
く
と
あ
る
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

遠
距
離
通
学
対
策
と
し
て
、

５
㌖
以
上
６
㌖
未
満
の
距
離
で
対

象
生
徒
に
、
定
期
券
を
支
給
し
て

い
る
。
そ
の
他
の
地
域
も
現
在
学

校
・
保
育
園
課
題
検
討
委
員
会
か

ら
も
ご
意
見
を
も
ら
っ
て
い
る
。
城

南
中
学
校
も
移
転
か
ら
二
年
を
経

過
し
て
い
る
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等

も
含
め
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

飯
山
駅
前
に
建
設

予
定
の
ホ
テ
ル

に
つ
い
て

岸田眞紀議員

問　

冬
季
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ス
キ
ー

競
技
が
約
20
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

る
が
、
施
設
の
更
新
や
運
営
面
等

に
つ
い
て
、
か
な
り
の
事
前
準
備
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
取
り
組
み

の
状
況
は
。

答　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
会
場

は
新
し
い
圧
雪
車
の
購
入
、
ジ
ャ

ン
プ
台
は
、
ス
タ
ー
ト
シ
グ
ナ
ル

更
新
完
了
・
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
の
部

品
取
替
え
も
現
在
準
備
し
て
お
り
、

ハ
ー
ド
面
の
準
備
を
着
々
と
進
め

て
い
る
。
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
に
準
備
委
員
会
の
組
織
を

立
ち
上
げ
、
さ
ら
に
開
催
年
度
に

は
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、

万
全
の
備
え
で
取
り
組
み
た
い
。

◆
観
光
振
興
に
つ
い
て

問　
自
然
資
源
を
生
か
し
た
事
業

と
は
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

答　
新
た
に
注
目
を
さ
れ
て
い
る

ア
ウ
ト
ド
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
積

極
的
に
取
り
組
む
。
飯
山
市
の
自

然
の
条
件
、
東
京
か
ら
極
め
て
近

い
と
こ
ろ
に
豊
か
な
自
然
エ
リ
ア
が

広
が
る
点
で
飯
山
市
が
持
っ
て
い

る
メ
リ
ッ
ト
、
ま
だ
活
用
さ
れ
て
い

な
い
部
分
が
あ
る
。
ま
た
ぜ
ひ
外

部
の
視
点
も
併
せ
て
、
地
域
の
皆

様
と
一
緒
に
取
り
組
み
た
い
。

ス
キ
ー
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
つ
い
て

水野正彦議員

問　
市
が
昨
年
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
関
連
で
５
月
に
提
出
し
た
補
助

金
公
募
申
請
書
の
中
に
あ
る
市
の

計
画
・
予
定
が
、
そ
の
後
７
月
に

明
か
に
さ
れ
た
進
出
希
望
企
業
の

『
発
電
事
業
工
程
表
』
の
内
容
と
ほ

ぼ
一
致
し
て
い
る
の
は
偶
然
か
。

答　
企
業
の
進
出
意
思
表
明
は
６

月
だ
が
、
企
業
か
ら
は
以
前
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
市
も
調
査
、

企
業
に
質
問
を
し
て
参
考
に
し
て

い
た
。
一
致
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

問　

補
助
金
は
環
境
省
の
地
球

温
暖
化
対
策
で
二
酸
化
炭
素
排
出

削
減
を
目
指
す
も
の
だ
が
、
予
定

し
て
い
た
発
電
所
が
取
り
や
め
に

な
っ
た
。
何
も
し
な
い
場
合
、
補

助
金
は
返
還
す
る
の
か
。

答　
何
も
し
な
け
れ
ば
、
返
還
の

可
能
性
は
あ
る
。
補
助
金
で
調
査
・

研
究
し
た
報
告
で
は
、
ほ
か
の
取

り
組
み
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
報

告
を
も
と
に
他
の
案
を
検
討
す
る
。

問　
城
南
中
学
校
の
体
育
館
が
、

雨
漏
り
を
し
て
い
る
、
運
動
中

に
滑
る
と
大
変
危
険
だ
が
ど
う

す
る
の
か
。

答　

状
況
は
把
握
し
て
い
る
。

計
画
に
従
い
来
年
度
か
ら
修
繕

を
進
め
る
。

『
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
導
入
計
画
』
策

定
事
業
に
つ
い
て

松本淳一議員

問　
平
成
31
年
度
予
算
編
成
方
針

が
示
さ
れ
、
足
立
市
長
三
期
目
の

公
約
と
し
て
掲
げ
た
重
点
政
策
の

推
進
を
第
一
義
と
し
な
が
ら
、
三
か

年
実
施
計
画
に
基
づ
き
予
算
計
上

を
す
る
と
あ
る
。
継
続
事
業
に
つ

い
て
は
、
十
分
な
検
証
と
今
後
の

課
題
の
精
査
を
行
い
、
新
規
事
業

は
緊
急
性
及
び
重
要
性
等
の
検
証

を
行
い
後
年
度
負
担
に
十
分
留
意

す
る
と
し
て
い
る
が
、
31
年
度
予

算
編
編
成
の
特
徴
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
三
期
目
の
初
年
度
と
し
て
新

幹
線
飯
山
駅
を
活
用
し
た
産
業
振

興
、
観
光
交
流
人
口
の
増
、
地
域

産
業
の
構
築
と
基
軸
と
し
て
、
力

を
入
れ
た
い
分
野
と
し
て
移
住
・

定
住
、
若
者
の
定
住
政
策
に
31
年

度
重
点
的
に
取
り
組
む
。
合
わ
せ

て
高
齢
者
対
策
、
子
育
て
施
策
な

ど
市
民
の
福
祉
施
策
の
推
進
も
進

め
て
い
く
。

問　
今
国
会
に
お
い
て
水
道
法
が

改
正
さ
れ
た
。「
水
道
事
業
は
原
則
、

市
町
村
が
経
営
」
す
る
と
規
定
し

て
い
た
。
飯
山
市
は
ど
う
対
応
す

る
の
か
。

答　
水
は
市
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
根
幹
。
将
来
に
わ
た
っ
て
良
質
で

安
全
な
水
の
供
給
は
必
要
要
件
で

あ
り
、
行
政
が
や
る
こ
と
が
大
事
。

市
政
運
営
の
基
本

姿
勢
と
31
年
度
予

算
編
成
に
向
け
て

小林喜美治議員

◎民生部
・高齢者等玄関先除雪支援事業の対象となる世帯数は何件か。作業をしてくれる人の確保はできているのか。
　→現在、約180世帯の申請がある。区長よりこれから申請が上がってくるものもある。申請のある１８０世帯は、
　　除雪支援員が確保された世帯として申請いただいている。
・放課後等デイサービスの利用者は何人か。
　→子ども館「きらら」に開所した放課後等デイサービス「コンパス」については、高水福祉会が事業主体であり、
　　定員は１０名、登録は１３名となっている。毎日利用するわけではないが、ほぼ定員に近い利用状況である。
◎教育部
・エアコン設置については全国一斉となるため、品物の確保や設置工事についても厳しい状況にあると思わ　  
  れるが、計画をしっかり行っていただきたい。
　→厳しい見通しがある。１月に設計を着手し、３月には契約し着工したい。７月の暑くなるまでに普通教室から
　　設置していきたい。
・スポーツ少年団で、ジャンプ少年団に１２名加入したが、用具が不足しており練習ができないとの声がある。   
  用具の援助は考えているのか。
　→ジュニアスキー育成連絡協議会へ市から活動費を含めた補助金を出している。その中で用具を整備していき
　　たいと考えている。
◎建設水道部
・中古住宅の販売が好調で、空き家バンクの登録件数が少なくなっていると聞く。サンコーポラス飯山もいっ
  ぱいとなれば、手持ちの物件が不足する。今後の考えは。
　→サンコーポラス飯山に代わるものということで、土地開発公社の持っている土地や、駅周辺で活用できる土地、
　　建物の調査および民間企業との連携で移住定住者を増やしていきたい。

予算決算常任委員会より抜粋

市政を知る良い機会です。議会傍聴に
お出かけください。議場は市役所５階
です。傍聴席入口からお入りください。

本会議はｉネットでも放映しています。
また、過去の会議録は市議会ホームペー
ジから検索できます。

議会を
　 傍聴しませんか !!

平成31年3月定例会　会期日程 (予定 )
◆招集・議案上程

◆一般質問

◆各常任委員会審査

◆委員長報告・採決

２月２６日（火）
３月  ６日（水）
  ７日（木）
  ８日（金）
３月 １１日（月）～１８日（月）
３月 20日（水）

常任委員会議案審査

○佐藤　正夫　　久保田幸治　石田　克男　渋川　芳三

○小林喜美治　　渡辺美智子 

○高山　恒夫　　上松　永林

緑新会

日本共産党
飯山市会議員団

絆

明日の飯山 ○市川　久芳　　松本　淳一　飯田　健一

政新会 ○山﨑　一郎　　西澤　一彦　吉越　利明　岸田　眞紀　水野　正彦

平成30年12月12日現在の構成は下記のとおりです。 会派構成のお知らせ
会　派　名 会　員　名　　　　〇代表者




